
第 ２ 章 

道守養成ユニット養成事業実施報告 





2.1 事業目的 

 
観光立県を目指す長崎県には教会群等の観光資源が離半島に点在し、それらを結ぶ渡海

橋や港湾等のインフラ構造物が多数存在する。県の財政状況は厳しく、建設事業費は削減

され、維持管理費の増額も見込めない状況にある中、これらインフラ構造物の維持管理に

関しては費用や人材の面で課題がある。長崎県と密接に連携を図り、県内の自治体職員、

建設・コンサルタント業、NPO、地域住民を対象とし、“まちおこし”の基盤となる道路構

造施設等のインフラ構造物の維持管理や再生・長寿命化に携わる各種技術レベルの“道守”

（道守、特定道守、道守補、道守補助員）を養成し、観光立県の交通インフラ施設の維持

管理に貢献するとともに、新たなインフラ維持管理の技術と産業を振興し、観光と産業の

両面から地域再生と活性化を支援する。 
 
2.2 地域再生人材創出構想の内容 

 
自治体職員、建設・コンサルタント業、NPO、地域住民を対象とし、道路構造施設の維

持管理に携わる“道守”を養成し、“まちおこし”の基盤となるインフラ構造物の再生・長寿命

化に係わる人材を創出することを目的としている。技術士、博士、診断士、土木施工管理

技士等のレベルに応じた基礎知識、応用能力をもつ人材と、一般市民（ボランティア、愛

護団体等）を対象として構造物の日常的な観察・点検ができる人材を養成する。インフラ

の維持管理には調査、診断、特定高度技術が必要であるため、講義、演習、実習等を組み

合せた総合的なコースを設置する。また、一般市民に対しては公開講座コースを設定する。

本人材養成ユニットをインフラ長寿命化センターの任務として位置づけ、終了後も継続的

に人材養成事業を実施展開する。これらを遂行することにより、観光振興及び新産業創出

の両面から雇用創出と地域再生・活性化を支援する（図 2-1）。 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

図 2-1 コース、レベル、対象者 

 

 
 
 
 
 

コース  レベル  対象者  

道守補助員  講義レベル  市民講座  一般市民  

道守補  

到達レベル  

土木施工管理技士  
・地元自治体職員  
・地元自治体 OB 
・地元企業職員  
・地元企業 OB など  

特定道守  診断士  

道守  技術士・博士  
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2.3 本事業の執行者 

 

（1）インフラ長寿命化センター運営委員会 

 

氏名  所 属 ・ 職 名 役割等  

松 田  浩 長 崎 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科 ・ 教 授 委 員 長 

中 村 聖 三 長 崎 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科 ・ 教 授 副 委 員 長 

山 下 敬 彦 長 崎 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科 ・ 教 授 委 員 

奥 松 俊 博 長 崎 大 学 工 学 院 工 学 研 究 科 ・ 准 教 授 委 員 

西 川 貴 文 長 崎 大 学 工 学 院 工 学 研 究 科 ・ 准 教 授 委 員 

山 口 浩 平 長 崎 大 学 工 学 院 工 学 研 究 科 ・ 准 教 授 委 員 

才 本 明 秀 長 崎 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科 ・ 教 授 委 員 

馬 越 啓 介 長 崎 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科 ・ 教 授 委 員 

 

 

 

（2）道守審査委員会 

 

氏名  所 属 ・ 職 名 役割等  

松 田  浩 長 崎 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科 ・ 教 授 審 査 委 員 長 

中 村 聖 三 長 崎 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科 ・ 教 授 審 査 副 委 員 長 

奥 松 俊 博 長 崎 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科 ・ 准 教 授 審 査 委 員 

西 川 貴 文 長 崎 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科 ・ 准 教 授 審 査 委 員 

山 口 浩 平 長 崎 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科 ・ 准 教 授 審 査 委 員 

佐 々 木 謙 二 長 崎 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科 ・ 准 教 授 審 査 委 員 

蒋  宇 静 長 崎 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科 ・ 教 授 審 査 委 員 

杉 本 知 史 長 崎 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科 ・ 准 教 授 審 査 委 員 
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（3）道守審査委員会 

 

氏名  所 属 ・ 職 名 役割等  

松 田  浩 長 崎 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科 ・ 教 授 
カ リ キ ュ ラ ム 改 善 
検 討 の 素 案 作 成 

山 下 敬 彦 長 崎 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科 ・ 教 授 
カ リ キ ュ ラ ム 改 善 
検 討 の 素 案 作 成 

中 村 聖 三 長 崎 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科 ・ 教 授 
カ リ キ ュ ラ ム 改 善 
検 討 の 素 案 作 成 

蒋  宇 静 長 崎 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科 ・ 教 授 
カ リ キ ュ ラ ム 改 善 
検 討 の 素 案 作 成 

才 本 明 秀 長 崎 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科 ・ 教 授 
カ リ キ ュ ラ ム 改 善 
検 討 の 素 案 作 成 

山 口 浩 平 長崎大学工学院工 学 研 究科 ・ 准 教授 
カ リ キ ュ ラ ム 改 善 
検 討 の 素 案 作 成 

奥 松 俊 博 長崎大学工学院工 学 研 究科 ・ 准 教授 
カ リ キ ュ ラ ム 改 善 
検 討 の 素 案 作 成 

西 川 貴 文 長崎大学工学院工 学 研 究科 ・ 准 教授 
カ リ キ ュ ラ ム 改 善 
検 討 の 素 案 作 成 
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2.4 講義・演習・実習担当者の構成 

 

 本養成ユニットは「道守補助員」、「道守補」、「特定道守」および「道守」の 4 コースを

設置している。本年度は、「道守補助員」、「道守補」、「特定道守」の 3 コースのプログラム

を実施した。下表に各コースの担当教職員、外部講師および道守関係者を記す。 

① 道守補助員コース 

氏 名 役 職 所 属 担 当 

高 橋 和 雄 名誉教授 インフラ長寿命化センター 講義 

吉 田 裕 子 特任研究員 インフラ長寿命化センター 講義・実習 

吉 川 國 夫 H23 年度認定道守  (有)吉川土木コンサルタント 実習 

郡 家 光 德 H24 年度認定道守 (株)上滝 実習 

山 口  忍 H24 年度認定道守  実習 

木 原  真 H24 年度認定道守 (株)アサヒコンサル 実習 

 

② 道守補コース 

氏 名 役 職 所 属 担 当 

松 田  浩 教 授 工学研究科 講義 

中 村 聖 三 教 授 工学研究科 講義 

森 山 雅 雄 准教授 工学研究科 演習 

奥 松 俊 博 准教授 工学研究科 講義 

山 口 浩 平 准教授 工学研究科 講義 

西 川 貴 文 准教授 工学研究科 講義 

杉 本 知 史 准教授 工学研究科 講義 

佐 々 木 謙 二 准教授 工学研究科 講義・演習 

出 水  享 技術職員 工学研究科 演習 

高 橋 和 雄 名誉教授 インフラ長寿命化センター 講義 

光 永 将 一 係 長 長崎県土木部道路維持課 講義(動画) 

吉 川 國 夫 H23 年度認定道守  (有)吉川土木コンサルタント 演習 

森   史 朗 H22 年度認定道守  (株)麻生 演習 

木 原  真 H24 年度認定道守 (株)アサヒコンサルタント 演習 

坂 口 勝 人 主 任 三菱日立パワーシステムズ検査(株) 演習 
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新 村 篤 司 主 任 三菱日立パワーシステムズ検査（株） 演習 

田 中 靖 夫 主 任 三菱日立パワーシステムズ検査（株） 演習 

釜 我 裕 貴  三菱日立パワーシステムズ検査（株） 演習 

山 添 謙 一 郎  三菱日立パワーシステムズ検査（株） 演習 

吉 原 直 也  三菱日立パワーシステムズ検査（株） 演習 

若 林 祐 一 郎 
インフラ保全  
センター長  基礎地盤コンサルタンツ（株） 講義・実習 

夏 目 隆 弘 技師長 基礎地盤コンサルタンツ（株） 講義・実習 

山 下 浩 二 部 長 基礎地盤コンサルタンツ（株） 講義・実習 

熊 岡 康 之 進 課 長 基礎地盤コンサルタンツ（株） 講義・実習 

佐 保 亮 輔 主 任 基礎地盤コンサルタンツ（株） 講義・実習 

松 永 昭 吾 副会長 （一社）リペア会 講義・実習 

赤 堀 智 幸 次 長 日本工営（株） 実習 

吉 田 裕 子 特任研究員 インフラ長寿命化センター 講義・演習・実習 

森 田 千 尋 教 授 宮崎大学 講義・演習・実習 

村 上 啓 介 教 授 宮崎大学 講義 

福 林 良 典 准教授 宮崎大学 講義 

中 野  敦 特別准教授 宮崎大学 演習 

尾 上 幸 造 准教授 熊本大学 講義 

神 山  惇 助 教 宮崎大学 講義 

安 井 賢 太 郎 技術専門職員 宮崎大学 演習 

真 木 大 介 技術専門職員 宮崎大学 演習 

井 上 太 介 主任技師 宮崎県県土整備部道路保全課 講義 

柳 田 欣 也  (株)全日本検査技術 演習 

津 田 聖 二  (株)全日本検査技術 演習 

田 中 智 行 課 長 中央コンサルタンツ(株) 実習 

髙 木 博 昭 副部長 基礎地盤コンサルタンツ（株） 実習 

中 川 智 博 宮崎事務所長 基礎地盤コンサルタンツ（株） 実習 

米 森 義 弘 鹿児島事務所長 基礎地盤コンサルタンツ（株） 実習 

田 中 慎 吾 課 長 基礎地盤コンサルタンツ（株） 実習 
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③ 特定道守コース 

氏 名 役 職 所 属 担 当 

松 田  浩 教 授 工学研究科 講義 

中 村 聖 三 教 授 工学研究科 講義・実験 

才 本 明 秀 教 授 工学研究科 講義 

蒋  宇 静 教 授 工学研究科 講義 

夛 田 彰 秀 教 授 工学研究科 講義 

田 邉 秀 二 教 授 工学研究科 講義 

高 橋 和 雄 名誉教授 インフラ長寿命化センター 講義 

奥 松 俊 博 准教授 工学研究科 講義 

勝 田 順 一 准教授 工学研究科 講義・実験 

森 山 雅 雄 准教授 工学研究科 講義 

山 口 浩 平 准教授 工学研究科 講義 

佐 々 木 謙 二 准教授 工学研究科 講義・実験 

本 村 文 孝 助 教 工学研究科 実験 

樋 野 勝 巳 代 表 樋野企画 講義 

阿 部  允 代表取締役 (株)BMC 講義 

福 永 靖 雄 次 長 西日本高速道路（株） 講義 

田 中 孝 幸  （一社）ＰＣ建協 講義 

前 田  穣 主 任 （株）大島造船所 講義 

若 林 祐 一 郎 
インフラ保全  
センター長  基礎地盤コンサルタンツ（株） P 演習 

夏 目 隆 弘 技師長 基礎地盤コンサルタンツ（株） P 演習 

山 下 浩 二 部 長 基礎地盤コンサルタンツ（株） P 演習 

髙 木 博 昭 副部長 基礎地盤コンサルタンツ（株） P 演習 

熊 岡 康 之 進 課 長 基礎地盤コンサルタンツ（株） P 演習 

佐 保 亮 輔 主 任 基礎地盤コンサルタンツ（株） P 演習 

大 蔵 一 光 課 員 基礎地盤コンサルタンツ（株） P 演習 

松 永 昭 吾 副会長 （一社）リペア会 P 演習 
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赤 堀 智 幸 次 長 日本工営（株） P 演習 

一 ノ 瀨 寛 幸  （一社）ＰＣ建協 P 講義 

室 園 英 司  （一社）日本橋梁建設協会 P 演習 

吉 田 裕 子 特任研究員 インフラ長寿命化センター P 演習 

 

特定道守コース映像教材担当講師表 

No. タ  イ  ト  ル 講 師 

1 舗装の維持管理 佐 藤 研 一 

2 斜面の維持管理 福 井 謙 三 

3 斜面の維持管理 松 永  守 

4 環境工学 夛 田 彰 秀 

5 調査手法(１)(２) 濵 田 秀 則 

6 塩害に対する総合診断と対策 谷 倉  泉 

7 補修・補強の失敗事例 樋 野 勝 巳 

8 鋼材の基本的性質 勝 田 順 一 

9 診断のための測定(２) 中 村 聖 三 

10 主要部材としての鋼材 才 本 明 秀 

11 損傷部材の評価(１) 才 本 明 秀 

12 技術基準と最近の話題(１)(２) 安 波 博 道 

13 最近の補修・補強例 谷 倉  泉 

14 補修・補強の失敗事例 谷 倉  泉 
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2.5 道守養成講座の有料化 

  
 長崎大学の道守養成講座は 2008 年度から 10 年間、文部科学省科学技術推進費(科学技

術振興調整費)及び「成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進」事業による受

託研究で実施してきました。この間の道守養成講座、試験、認定及び更新はすべて無料で

運営してきました。2018 年度から道守養成講座のための経費が確保できない見込みであ

ることから、有料化の検討を数年前から開始しました。長崎県内外の維持管理の関係者の

皆様から「今後も道守養成講座を継続して欲しい」や「10 年間続いているので今後も全国

の見本となって欲しい」と

いう声を頂いていました

ので、有料化による継続を

選びました。 
有料化に当たっては、こ

れまでの道守養成講座の

実施経費を詳細に調べて、

1 講座当たりの開催費を算

出しました。さらに、管理

費を加えて、標準受講者数

を設定して 1 人当たりの受

講料案を作成し、関係者と

協議をしました。 
 この結果、受講料は道守

補コース 5 万円、特定道守コース(2 分野)10 万円、道守コース 8 万円と設定しました。ま

た、登録料・更新料を 2,000 円と設定しました。 
受講料と登録・更新料は長崎大学から対象者に振り込み依頼し、大学に振り込まれてから

インフラ長寿命化センターに配分される予算管理となります。責任体制を確立するために、

工学研究科において、「長崎大学大学院工学研究科インフラ長寿命化センター内規」に人材

育成部門を規定し、「長崎大学大学院工学研究科道守養成講座に関する規程」を整備しまし

た。受講許可及び試験の合否判定は工学研究科で行い、大学名で手続きをするシステムと

なりました。 
 これによって、これまでの意思決定の組織である道守養成ユニット運営協議会の役目は

終わりました。しかし、これまでの産官学のしっかりとした運営体制を継続するために、

運営協議会の構成組織とは社会資本の維持管理に関する協定もしくは覚書を締結しました。 
道守養成講座の受講は所属する組織から推薦されるケースがほとんどで、企業や役所の仕

事の一環として認められています。したがって、受講料を個人で負担することは少なく、

組織で支払うことが想定されます。このために、事業者等には厚生労働省の人材開発支援

助成金の受給手続きをアナウンスしました。しかし、事業所等で人材開発計画等の作成や

担当窓口が必要なことから、実際にこの制度を初年度にはあまり活用できていないようで

した。県や市町には、受講料を議会にかけて予算化してもらう必要があります。長崎県と

長崎市は 2018 年度に受講料の予算化ができました。来年度に向けて、新たに予算化して

コース名  道守補助

員  

道守補  
特定道守  

（鋼構造分野/コンクリート構造

分野） 

道守  

 

 

受講料  

 

 

無料  

 

 

50,000

円  

１分野目  

２分野目  

60,000 円  

40,000 円  

 

 

80,000

円  ２分野  

同時受講  
100,000 円  

   ※受講料には、受験料と再試験料（１回）が入っています。  

受講、登録・更新の料金表 
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いる自治体があると聞いています。道守の資格が自治体の職員の仕事に必要な資格と評価

されたことに責任を感じています。 
 有料化に伴う受講希望者の減少は全くありませんでした。無料の時とは異なる受講者の

意見を反映させながら、道守養成講座を見直していくことが不可欠とインフラ長寿命化セ

ンターは認識しています。  
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2.6 事業実施報告 

 

平成 30 年度の事業実施内訳は、下記のとおりである。総受講者数は 158 名、総認定者

数は 128 名であった。 

 

1.道守補助員養成コース 

開催場所 会  場 日  時 受講者数 認定者数 予算 備  考 

① N E R C 

会 場 
長崎県建設

技術研究セ

ンター 

4/11 

13:00～15:50 
13 名 12 名 

地方 

創生 

1 名前年度

受講 

② N E R C 

 会 場 

4/25 

13:00～15:50 
57 名 56 名 

地方 

創生 

1 名受講後

辞退 

受講者数 70 名 認定者数 68 名 

 

2.道守補養成コース 

開催場所 会  場 日  時 受講者数 認定者数 予算 備  考 

長崎会場 長崎大学 

9/6,7,13,20, 

9/21,27,28, 

10/22,23,29,30 

48 名 31 名 

受講料 

上田記

念財団 

応募者 54 名 

2 名受講辞退 

宮崎会場 宮崎大学 
11/29,30， 

12/1,6,7 
23 名 14 名 

受講料 

上田記

念財団 

応募者 25 名 

2 名受講辞退 

受講者数 71 名 認定者数 45 名 

 

3.特定道守養成コース 

①コンクリート構造 

開催場所 会  場 日  時 受講者数 認定者数 予 算 備  考 

長崎会場 長崎大学 

10/18,19,26, 

11/1,8,13,21, 

11/22,29 

9 名 8 名 

受講料 

上田記

念財団 

応募者 10 名 

1 名受講辞退 

 

②鋼構造 

開催場所 会  場 日  時 受講者数 認定者数 予 算 備  考 

長崎会場 長崎大学 
10/18,19,26, 

11/2,9,14,20,30 
8 名 7 名 

受講料 

上田記

念財団 

応募者 9 名 

1 名受講辞退 

受講者数 17 名 認定者数 15 名（ただし①②両方受講した者 3 名含む） 
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2.6.1 道守補助員コース 

 

【概要】 

道守補助員コースは一般市民を対象に、自治体の広報誌や県内の道路、河川、港湾など

のボランティア・愛護団体、建設業協会各支部等を通して募集し、現地に出向いて出前講

座を開催。道路関連施設等のインフラ構造物の維持管理の重要性について啓発活動を行う

とともに、インフラ構造物の変状に気付くことができるような人材の養成を行った。 

  

◇対 象 ：地域創生人材育成事業「新規入職者研修」、「若年入職者研修」受講者  

◇講義レベル ：一般市民レベル 

◇募 集 方 法 ：地域創生人材育成事業 

◇受 講 者 数 ：合計 71 名 

◇受講者属性 ：企業、建設業関係 

◇実 施 時 期 ：4 月 11 日(水) 

   4 月 25 日(水） 

◇講 義 時 間 ：13:00 ～ 15:50  

◇講 義 概 要 ：講義・現場実習（講義実施報告参考） 

◇受 講 料 ：無料 

◇認 定 試 験 ：筆記試験（2 択問題 10 題）  

◇講 師 ：道守認定者（実習）、大学職員（講義） 

 

【カリキュラム】 

 ①4 月 11 日（水）:新規入職者研修 

授 業 科 目 時 間 

 

講 義 

道守の役割と長崎の道路状況 13:00～13:20 

道路構造物の特徴と気を付けるべき変状 13:20～14:10 

見守り活動（通報システム案内） 14:20～14:40 

実 習 野外に出ての点検実習と確認 14:40～16:00 

         

     

       講義風景             実習風景 
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 ②4 月 25 日（水）：若年入職者研修 

授 業 科 目 時 間 

 

講 義 

道守の役割と長崎の道路状況 13:00～13:20 

道路構造物の特徴と気を付けるべき変状 13:20～14:10 

見守り活動（通報システム案内） 14:20～14:40 

実 習 野外に出ての点検実習と確認 14:40～16:00 

 

 

     

        講義風景        実習風景 
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【
受

講
生

の
ア

ン
ケ

ー
ト

】
 

1
．

授
業

の
時

間
数

は
い

か
が

で
し

た
か

？
 

 

2
．

講
義

の
内

容
は

い
か

が
で

し
た

か
？

 

 

（
感

想
・

要
望

）
 

①
 

・
ど

う
い

う
こ

と
を

す
る

の
か

を
は

っ
き

り
と

わ
か

っ
た

の
で

良
か

っ
た

で
す

。
 

・
工

業
高

校
の

後
輩

に
も

こ
の

講
義

を
聞

い
て

ほ
し

い
と

思
っ

た
。

就
職

に
つ

い
て

を
考

え
る

ヒ
ン

ト
に

な
る

と
思

っ
た

。
 

・
日

々
の

点
検

が
必

要
だ

と
感

じ
た

。
 

・
今

ま
で

気
に

し
て

い
な

か
っ

た
道

の
ひ

び
割

れ
や

、
橋

の
さ

び
を

詳
し

く
見

て
み

よ
う

と
思

う
。

実
際

の
写

真
を

つ
け

て
い

た
だ

き
た

か
っ

た
。

 

 
 

 
②

 

・
講

義
の

内
容

は
難

し
か

っ
た

。
 

・
良

い
活

動
だ

と
思

う
。

 

・
話

が
長

か
っ

た
。

 

・
レ

ジ
ュ

メ
の

文
字

が
小

さ
い

の
で

大
き

く
し

て
ほ

し
い

。
 

・
講

義
だ

け
で

な
く

、
実

際
に

外
に

出
て

ま
で

の
実

習
も

あ
っ

た
の

で
良

か
っ

た
し

、
わ

か
り

や
す

か
っ

た
。

 

・
良

い
時

間
に

な
っ

た
。

 

・
道

守
に

つ
い

て
、

通
報

の
仕

方
な

ど
色

々
わ

か
っ

た
。

 

・
わ

か
り

や
す

か
っ

た
。
（

2
件

）
 

・
た

め
に

な
り

ま
し

た
。

 

・
難

し
い

内
容

な
の

で
、

少
し

多
か

っ
た

と
思

う
。

 

 3
．

現
場

実
習

に
つ

い
て

感
想

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

 

 

（
感

想
・

要
望

）
 

①
 

・
説

明
が

分
か

り
や

す
か

っ
た

。
 

・
生

活
し

て
い

く
中

で
、

橋
の

欠
陥

を
探

す
と

い
う

こ
と

は
あ

ま
り

し
な

い
こ

と
な

の
で

、
経

験
で

き
て

良
か

っ
た

で
す

。
 

・
大

体
理

解
で

き
ま

し
た

。
 

②
 

・
普

段
か

ら
心

が
け

て
い

き
た

い
。

 

・
橋

に
つ

い
て

少
し

詳
し

く
な

っ
た

。
 

・
現

場
な

話
は

分
か

り
や

す
か

っ
た

。
 

・
初

め
て

知
っ

た
の

で
、

今
後

役
立

て
て

い
き

た
い

。
 

・
説

明
が

あ
っ

た
の

で
良

か
っ

た
。

 

・
理

解
で

き
ま

し
た

。
（

2
件

）
 

・
実

際
に

現
場

に
出

た
た

め
分

か
り

や
す

か
っ

た
で

す
。

 

 4
．

今
後

、
上

ク
ラ

ス
の

『
道

守
補

コ
ー

ス
』

を
受

講
し

た
い

と
思

い
ま

す
か

？
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5
．

全
体

的
な

感
想

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

 

①
 

・
今

後
、

道
路

の
状

態
も

気
に

し
な

が
ら

生
活

し
よ

う
と

思
い

ま
す

。
 

・
ど

う
い

う
所

を
機

を
つ

け
て

構
造

物
を

見
た

ら
よ

い
か

わ
か

り
ま

し
た

。
 

・
通

報
の

仕
方

が
分

か
り

や
す

か
っ

た
。

 

・
道

路
な

ど
を

管
理

す
る

た
め

に
た

く
さ

ん
の

人
が

協
力

し
て

い
る

こ
と

を
知

れ
ま

し
た

。
 

・
現

場
に

行
っ

て
破

損
部

分
を

見
れ

て
よ

か
っ

た
。

 

・
現

地
で

の
講

義
大

変
勉

強
に

な
り

ま
し

た
。

 

・
こ

ん
な

に
簡

単
に

通
報

が
出

来
る

こ
と

は
知

ら
な

か
っ

た
の

で
大

変
勉

強
に

な
っ

た
。

 

・
道

路
に

ク
ラ

ッ
ク

が
入

っ
て

い
た

り
、

穴
が

開
い

た
り

し
て

い
る

の
を

発
見

し
た

ら
通

報
し

よ
う

と
思

っ
た

。
 

・
ク

ラ
ッ

ク
や

鉄
筋

が
出

て
い

る
所

な
ど

を
見

て
、

ど
う

い
う

作
業

を
し

て
い

る
の

か
が

わ
か

り
勉

強
に

な
り

ま
し

た
。

 

 ②
 

・
コ

ス
ト

を
抑

え
る

た
め

に
も

早
め

の
修

繕
が

必
要

だ
と

分
か

り
ま

し
た

。
 

・
通

報
な

ど
の

や
り

方
を

学
べ

た
。

橋
の

劣
化

し
た

部
分

を
発

見
で

き
た

。
 

・
勉

強
に

な
っ

た
。
（

2
件

）
 

・
こ

れ
か

ら
外

を
歩

く
と

き
、

注
意

深
く

見
て

み
よ

う
と

思
っ

た
。

 

・
あ

ま
り

道
守

に
興

味
を

持
つ

こ
と

が
出

来
な

か
っ

た
。

 

・
道

守
が

大
切

な
こ

と
だ

と
感

じ
ま

し
た

。
日

々
、

生
活

し
て

い
く

中
で

危
険

な
と

こ
ろ

が
あ

っ
た

ら
見

つ
け

て
報

告
し

て
い

け
た

ら
い

い
で

す
。

 

・
道

守
補

助
員

に
つ

い
て

少
し

理
解

を
す

る
こ

と
が

出
来

た
。
（

2
件

）
 

・
自

分
に

は
少

し
難

し
か

っ
た

。
 

・
勉

強
に

な
っ

た
。

何
か

気
が

付
い

た
と

き
は

通
報

し
た

い
と

思
う

。
 

・
わ

か
り

や
す

く
で

よ
か

っ
た

。
（

５
件

）
 

・
普

段
、

何
気

な
く

歩
い

て
い

る
道

路
も

細
か

い
と

こ
ろ

を
見

て
い

け
ば

多
く

の
損

傷
が

あ
る

と
い

う
こ

と
が

わ
か

り
ま

し
た

。
こ

れ
か

ら
は

そ
の

よ
う

な
と

こ
ろ

に
も

目
を

配
り

た
い

で
す

。
 

・
良

い
体

験
に

な
り

ま
し

た
。
（

2
件

）
 

・
現

場
実

習
も

あ
り

、
自

分
の

目
で

見
て

の
体

験
だ

っ
た

の
で

分
か

り
や

す
か

っ
た

。
 

・
道

守
に

つ
い

て
知

る
こ

と
が

で
き

、
ま

た
、

道
守

は
大

事
な

仕
事

で
も

あ
る

の
で

学
ぶ

こ
と

が
出

来
て

よ
か

っ
た

。
 

・
日

頃
か

ら
気

に
掛

け
る

姿
勢

を
身

に
付

け
よ

う
と

思
い

ま
し

た
。

 

・
知

ら
な

か
っ

た
こ

と
が

わ
か

っ
て

よ
か

っ
た

で
す

。
 

・
年

数
が

た
つ

と
劣

化
し

て
く

る
の

で
、

維
持

保
全

し
て

い
か

な
い

と
い

け
な

い
と

思
い

ま
し

た
。

 

・
内

容
が

理
解

で
き

て
良

か
っ

た
。

 

・
時

間
も

ち
ょ

う
ど

よ
か

っ
た

の
で

よ
か

っ
た

。
 

・
た

め
に

な
る

話
だ

っ
た

の
で

こ
れ

か
ら

先
い

か
し

て
い

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
 

・
車

を
運

転
し

て
い

る
と

き
に

へ
こ

ん
で

い
る

箇
所

を
多

々
見

つ
け

た
が

、
何

も
で

き
な

か
っ

た
。

し
か

し
今

回
の

講
習

で
「

通
報

す
る

」
こ

と
を

覚
え

た
の

で
、

積
極

的
に

利
用

し
た

い
。

 

・
説

明
も

分
か

り
や

す
く

、
現

場
で

実
際

に
体

験
で

き
た

の
が

よ
か

っ
た

。
 

・
こ

ん
な

活
動

を
し

て
い

る
こ

と
を

知
れ

て
よ

か
っ

た
。

 

・
と

て
も

自
分

の
為

に
な

り
ま

し
た

。
こ

れ
か

ら
も

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
 

・
道

の
安

全
を

確
認

す
る

う
え

で
と

て
も

よ
い

機
会

だ
っ

た
。

 

・
実

習
も

あ
り

と
て

も
い

い
と

思
っ

た
。

 

・
も

う
少

し
現

場
で

の
実

習
時

間
を

増
や

し
て

ほ
し

い
。
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2.6.2 道守補コース 

 

【概要】 

道守補コースは、道路インフラ施設の点検作業・記録ができる人材養成を行った。カリ

キュラムは、講義・演習・実習で構成され、構造物概論、構造物維持管理概論、斜面・ト

ンネル・舗装点検概論、コンクリート構造物に関する点検概論・演習・実習、鋼構造に関

する点検概論・演習・実習を行った。 

  

◇対 象 ：自治体職員、地元企業職員、OB など 

◇講 義 レ ベ ル ：土木施工管理技士レベル 

◇募 集 方 法 ：長崎県土木部、宮崎県土木部、長崎県建設業協会、長崎県測量設計コン

サルタンツ協会を通じて、各企業へ参加協力依頼、各自治体職員への参加協力依頼、HP・

Facebook への掲載など 

◇受 講 料 ：50,000 円 

◇認 定 試 験 ：筆記試験（4 択問題） 

 

＜長崎会場＞ 

◇募 集 人 員 ： 25 名程度 

◇応 募 数 ： 54 名 

◇受 講 者 数 ： 48 名 

◇受 講 者 属 性 ： 長崎県・自治体職員、建設業者 

◇講 義 概 要 ： 講義（映像教材含む）、演習、現場実習 

◇実 施 時 期 ： 9 月 6 日(木)～10 月 30 日(火)（うち 7 日間） 

 

＜宮崎会場＞ 

◇募 集 人 員 ： 15 名程度 

◇応 募 数 ： 25 名 

◇受 講 者 数 ： 23 名 

◇受 講 者 属 性 ： 宮崎県内自治体職員、建設業者、コンサルタント 

◇講 義 概 要 ： 講義、演習、現場実習 

◇実 施 時 期 ： 11 月 29 日(木)～12 月 7 日(金)（うち 5 日間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ －21



【カリキュラム】 

◆長崎会場 

 

◆宮崎会場 

 

 

 

  

１限 ２限 ３限 ４限 ５限 ６限

ガイダンス
レベル判定テスト

10:00～10:50

A－１
構造物の防災と維持管理

11：00～11：50

Ａ－３
道守の役割

13：00～13：50

Ａ－２
長崎県の

道路構造物の現状
14：00～14：50

A－５
橋梁の維持管理の体系

～点検を主として～
15：00～15：50

A－６
斜面の基礎と点検要領

16：00～16：50

講義(高橋) 講義（高橋） 講義(DVD) 講義(山口) 講義（杉本）

A－７
舗装の基礎と点検要領

10:00～10:50

B－１
コンクリート橋の設計・
施工技術・技術変遷

11：00～11：50

B－２
コンクリート橋の変状と劣化

13：00～13：50

B－３
コンクリート橋の点検

14：00～14：50

B－４
コンクリート橋点検時の

着目点
15：00～15：50

B－５
トンネルの維持管理

16：00～16：50

講義（西川） 講義(奥松) 講義（奥松） 講義（佐々木） 講義（佐々木） 講義（杉本）

Ｃ－１
鋼橋の設計・施工技術・

技術変遷
13:00～13:50

Ｃ－２
鋼橋の変状と劣化

14:00～14:50

Ｃ－３
鋼橋の点検
15:00～15:50

Ｃ－４
鋼橋点検時の着目点

16:00～16:50

講義（松田） 講義（山口） 講義（山口） 講義（中村）

Ａ－４
道守ポータル 通報システム

12：20～12：50

講義(吉田)

Ａ－８／Ｂ－７
斜面・トンネル点検時の

着目点と記録方法
10:00～10:50

講義

④

Ｃ－５
鋼構造物の点検演習

（概要）13：00～13：30／ （演習）13：40～16：50

講義＋実技

総合教育研究棟　208番講義室

総合教育研究棟　208番講義室

総合教育研究棟　208番講義室

(講義・概要）サイエンス＆テクノラボ　　セミナー室２／（演習）　サイエンス＆テクノラボ　物理実験室

①

②
9月7日(金)
長崎大学

9月6日(木)
長崎大学

9月13日(木)
長崎大学

③

9月21日(金)
長崎大学

9月28日(金)
長崎大学

Ｂ－６
コンクリート構造物の点検演習

（概要）13：00～13：30／（演習）13：40～16：50

講義＋実技

（説明）11:00～11:50／（現場実習）13:00～16:50

(概要）サイエンス＆テクノラボ　　セミナー室２／（演習）　撤去桁設置場

9月20日(木)
長崎大学

⑤

Ｂ－９／Ｃ－６
コンクリート橋の点検実習／鋼橋の点検実習

（説明）11:00～11:50／（現場実習）13:00～16:50

(説明）サイエンス＆テクノラボ　　セミナー室２　／　(現場実習）長崎市内

⑦

⑥
9月27日(木)

長崎大学

Ａ－９／Ｂ－８
斜面の点検実習／トンネルの点検実習

(講義・説明）サイエンス＆テクノラボ　　セミナー室２　／　(現場実習）長崎市内

１限 ２限 ３限 ４限 ５限 ６限 ７限

概要説明
事前テスト

10:00～10:50

Ａ－３
道守の役割
11:00～11:50

Ａ－２
宮崎県の道路
構造物の現状
13:00～13:50

Ａ－７
舗装の基礎と

点検要領
14:00～14:50

Ａ－６
斜面の基礎と

点検要領
15:00～15:50

Ｂ－5
トンネルの
維持管理

16:00～16:50

神山 森田 宮崎県 福林 福林 福林

Ａ－１
構造物の防災と

維持管理
9:00～9:50

Ｃ－２
鋼構造物

劣化原因とその事例
10:00～10:50

Ｃ－４
鋼橋点検時の

着目点と検査技術
11:00～11:50

村上 森田 森田

Ｂ－２
コンクリート構造物

劣化原因とその事例
9:00～9:50

Ｂ－３
コンクリート

構造物の点検
10:00～10:50

Ｂ－４
コンクリート橋点検時の

着目点と検査技術
11:00～11:50

尾上 尾上 尾上

Ａ－９／Ｂ－８
斜面・トンネル点検時の

着目点と記録方法
9:30～10:20

講義

工学部総合研究棟　D204講義室

Ａ－５
橋梁概論及び
技術の変遷
9:00～9:50

松永

工学部総合研究棟　D204講義室

①
11月29日(木)

宮崎大学

工学部総合研究棟　D204講義室

②
11月30日(金)

宮崎大学

Ｃ－５
鋼構造物の検査演習

（講義）13:00～13:30／ （演習）13:40～16:50

講義＋演習(安井・真木・中野・全日本検査技術)

工学部総合研究棟　D204講義室 講義（D204講義室）、演習（実験室）

③
12月1日(土)

宮崎大学

Ｂ－６
コンクリート構造物検査演習

（講義）13:00～13:30／（演習）13:40～16:50

講義＋演習(安井・真木・松永）

工学部総合研究棟　D204講義室 講義（D204講義室）、演習(実験室)

④
12月6日(木)

宮崎大学

Ａ－８／Ｂ－７
斜面の点検実習／トンネルの点検実習

（説明）10:30～11:20／（現場実習）12:20～16:20

説明（D204講義室）、現場実習

⑤
12月7日(金)

宮崎大学

Ｂ－９／Ｃ－６
コンクリート橋の点検実習／鋼橋の点検実習

（説明）10:00～10:50／（現場実習）11:00～15:10

説明（D204講義室)、現場実習
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【
受

講
生

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

】
 

1
．

本
講

座
を

ど
こ

で
お

知
り

に
な

り
ま

し
た

か
（

複
数

回
答

可
）
。

 

 

 

2
．

本
講

座
の

受
講

の
動

機
を

教
え

て
く

だ
さ

い
（

複
数

回
答

可
）
。

 

 

3
．

本
講

座
の

時
間

数
は

い
か

が
で

し
た

か
。

 

 

2
4
6

3
0

11
7 8

4
1

3
2

9
0

1
0

1
2

2
2

H
P

建
設

業
協

会

測
量

設
計

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ツ
協

会

N
E
R
C

国
交

省 県

市
・

町

認
定

者

そ
の

他

無
回

答

長
崎

宮
崎

8

30

13

3 1

6

16

8

地
域

に
貢

献
す

る
た

め

仕
事

に
役

立
ち

そ
う

だ
っ

た
か

ら

自
己

啓
発

の
た

め

そ
の

他

無
回

答

長
崎

宮
崎

3

11

26

4 0

1

3

11

4

1 0
10

20
30

40

多
か

っ
た
5 4 3 2

少
な

か
っ

た
1

長
崎

宮
崎

【
感

想
・

要
望

】
 

 
＜

長
崎

会
場

＞
 

・
通

常
業

務
も

あ
る

の
で

、
土

曜
日

に
実

施
で

き
る

分
は

や
っ

て
も

よ
い

の
で

は
な

い
か

。
 

・
1
日

当
た

り
の

時
間

は
長

く
な

っ
て

も
、

日
数

が
少

な
く

な
る

と
助

か
り

ま
す

。
週

に
2
日

あ
る

と
き

つ
か

っ
た

で
す

。
 

・
実

習
等

ま
と

め
て

ほ
し

か
っ

た
。

 

・
午

前
・

午
後

の
講

義
の

日
が

あ
っ

た
が

、
現

場
を

施
工

し
な

が
ら

の
受

講
と

な
る

た
め

、
各

日
午

後
か

ら
だ

と
助

か
る

。
 

・
先

生
の

都
合

も
あ

っ
た

の
で

し
ょ

う
が

、
座

学
を

で
き

る
だ

け
同

じ
週

に
全

部
行

う
と

い
う

こ
と

は
で

き
な

か
っ

た
の

で
し

ょ
う

か
？

 

・
午

前
午

後
だ

っ
た

ら
、

午
前

が
い

い
。

 

・
1

つ
の

講
義

時
間

が
短

い
と

思
っ

た
。

先
生

方
は

早
口

で
な

ん
と

か
時

間
内

に
終

わ
ら

せ
よ

う
と

頑
張

っ
て

い
た

。
 

＜
宮

崎
会

場
＞

 

・
年

末
は

仕
事

が
忙

し
い

た
め

、
５

月
～

６
月

が
良

か
っ

た
。

 

・
年

末
は

時
間

的
余

裕
が

な
く

厳
し

い
 

・
土

曜
を

外
し

て
ほ

し
い

。
 

・
土

日
以

外
の

平
日

を
希

望
し

ま
す

。
 

・
講

義
に

関
し

て
は

、
時

間
数

を
増

や
す

な
り

回
数

を
増

や
す

な
り

し
て

じ
っ

く
り

や
っ

て
も

良
か

っ
た

の
で

は
な

い
か

と
感

じ
た

。
 

・
実

習
時

間
が

少
な

い
 

  4
-
1
．

座
学

の
内

容
は

い
か

が
で

し
た

か
。

 

 

【
感

想
・

要
望

】
 

 
＜

長
崎

会
場

＞
 

・
個

々
の

座
学

の
繋

が
り

が
い

ま
い

ち
わ

か
り

に
く

か
っ

た
。
体

系
的

で
な

い
と

感
じ

た
。
(
一

体
感

が
な

か
っ

た
)
 

・
同

じ
内

容
が

い
く

つ
も

あ
っ

た
。

 

2

16

23

1 0 2

2

7

10

1

0

難
し

か
っ

た
5 4 3 2

簡
単

す
ぎ

た
1

無
回

答

長
崎

宮
崎
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・
実

際
の

現
場

で
点

検
を

す
る

こ
と

以
上

に
習

う
内

容
が

多
く

、
全

部
理

解
し

よ
う

と
す

る
の

に
ハ

ー
ド

ル
が

高
か

っ
た

。
 

・
範

囲
が

広
か

っ
た

。
 

・
専

門
的

な
分

野
の

講
義

で
あ

っ
た

が
、

資
料

が
準

備
さ

れ
て

い
て

良
か

っ
た

。
パ

ワ
ー

ポ
イ

ン
ト

だ
け

で
は

わ
か

り
に

く
か

っ
た

と
思

う
。

 

・
道

路
・

橋
梁

・
ト

ン
ネ

ル
・

斜
面

の
点

検
に

関
す

る
基

礎
的

な
こ

と
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
試

験
内

容
(
恐

ら
く

e
-
L
e
a
r
n
i
n
g

の
内

容
主

体
？

)
と

座
学

の
内

容
の

差
が

大
き

い
と

感
じ

た
。

せ
っ

か
く

講
義

受
講

に
結

構
な

時
間

を
割

い
て

い
る

の
で

、
そ

の
成

果
を

活
か

せ
る

試
験

内
容

に
し

て
ほ

し
か

っ
た

。（
座

学
を

全
て

聞
い

て
い

て
も

解
答

で
き

な
い

内
容

が
含

ま
れ

て
い

た
た

め
、
今

回
の

よ
う

な
試

験

内
容

に
す

る
の

で
あ

れ
ば

現
場

実
習

等
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

以
外

は
全

て
e
-
L
e
a
r
n
i
n
g
で

良
い

の
で

は
？

 

・
知

っ
て

い
る

内
容

も
改

め
て

確
認

で
き

た
。

幅
広

く
講

義
し

て
も

ら
っ

た
の

で
、

知
識

の
幅

が
広

が
っ

た
と

思
う

。
 

＜
宮

崎
会

場
＞

 

・
座

学
の

基
礎

的
な

も
の

よ
り

、
実

践
的

な
現

場
研

修
が

良
い

。
 

・
普

段
、

携
わ

っ
て

い
な

い
分

野
だ

っ
た

の
で

、
理

解
す

る
の

が
大

変
で

し
た

。
 

・
土

木
施

工
業

者
な

の
で

、
点

検
方

法
等

は
知

ら
な

い
こ

と
が

多
く

勉
強

に
な

り
ま

し
た

。
 

・
点

検
シ

ー
ト

作
成

に
時

間
を

要
し

た
。

 

・
分

か
り

や
す

か
っ

た
で

す
。

 

・
丁

寧
で

良
か

っ
た

で
す

。
最

新
の

研
究

な
ど

も
た

く
さ

ん
教

え
て

頂
け

る
と

あ
り

が
た

い
で

す
。

 

 4
-
2
．

座
学

の
内

容
は

理
解

で
き

ま
し

た
か

。
（

合
格

レ
ベ

ル
を

3
と

し
た

時
、

自
分

の
理

解
度

が
ど

れ
く

ら
い

で
し

た
か

）
 

 
【

理
解

で
き

な
か

っ
た

と
こ

ろ
】

 

＜
長

崎
会

場
＞

 

・
計

算
等

に
よ

っ
て

値
を

求
め

る
場

合
の

練
習

問
題

が
あ

っ
た

方
が

良
い

と
思

う
。

 

・
腐

食
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
な

ど
化

学
的

な
分

野
 

・
座

学
の

内
容

と
点

検
の

内
容

が
遠

い
気

が
し

た
。

試
験

対
策

の
対

応
が

わ
か

ら
な

い
。

 

・
覚

え
て

お
く

べ
き

ポ
イ

ン
ト

が
多

す
ぎ

て
整

理
が

追
い

つ
か

な
か

っ
た

。
 

＜
宮

崎
会

場
＞

 

・
鋼

橋
の

力
学

的
な

と
こ

ろ
 

2

9

20

11

2 00

4

9

5

1 1

理
解

で
き

た
5 4 3 2

ま
っ

た
く

理
解

で
き

な
か

っ
た

1

無
回

答

長
崎

宮
崎

・
時

間
不

足
 

・
の

り
面

、
斜

面
は

難
し

か
っ

た
で

す
。
（

専
門

外
の

た
め

）
 

・
経

験
の

な
い

部
門

（
ト

ン
ネ

ル
等

）
に

つ
い

て
は

難
し

か
っ

た
。

 

・
基

礎
よ

り
も

最
新

の
技

術
や

製
品

の
紹

介
を

し
て

ほ
し

い
。

 

 5
-
1
．

検
査

演
習

は
い

か
が

で
し

た
か

。
（

検
査

方
法

の
習

得
、

器
具

の
使

用
方

法
等

）
  

【
感

想
・

要
望

】
 

＜
長

崎
会

場
＞

 

・
も

う
少

し
班

の
人

数
を

分
け

て
記

入
例

や
点

検
方

法
な

ど
を

教
え

て
ほ

し
か

っ
た

。
（

一
班

5
,
6

人
く

ら
い

で
や

り
た

い
）

 

・
浸

透
探

傷
試

験
で

は
ス

プ
レ

ー
を

使
っ

て
い

る
の

で
、

室
外

か
換

気
の

強
い

部
屋

で
や

っ
て

ほ
し

い
、

 

・
演

習
時

間
が

内
容

に
対

し
て

長
過

ぎ
る

も
の

も
あ

っ
た

た
め

、
そ

こ
に

関
し

て
は

短
縮

し
て

も
良

い
の

で
は

な
い

か
と

思
う

。
 

・
実

際
に

手
を

動
か

す
こ

と
で

理
解

が
深

ま
り

ま
し

た
。

 

・
赤

外
線

の
演

習
は

新
・

古
の

構
造

物
（

建
物

）
を

し
た

方
が

良
い

。
 

・
実

際
に

自
分

の
手

で
検

査
す

る
こ

と
で

理
解

が
深

ま
っ

た
。

 

・
参

加
人

数
が

多
か

っ
た

た
め

、
演

習
時

間
が

少
し

足
り

な
か

っ
た

と
思

う
。

 
 

＜
宮

崎
会

場
＞

 

 
・

最
初

は
要

領
を

得
な

い
。

イ
メ

ー
ジ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

で
き

る
よ

う
な

説
明

と
現

場
で

は
声

が
聞

こ
え

な
い

 

・
わ

か
り

や
す

く
説

明
し

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
 

・
実

習
で

き
た

の
で

、
本

だ
け

で
な

く
理

解
し

や
す

か
っ

た
。
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5
-
2
．

検
査

演
習

は
理

解
で

き
ま

し
た

か
。
（

合
格

レ
ベ

ル
を

3
と

し
た

時
、

自
分

の
理

解
度

は
ど

の
く

ら

い
か

）
 

 

【
理

解
で

き
な

か
っ

た
と

こ
ろ

】
 

＜
長

崎
会

場
＞

 

・
耐

候
性

鋼
材

の
判

定
が

難
し

か
っ

た
。

 

・
検

査
に

つ
い

て
は

慣
れ

が
必

要
と

言
わ

れ
た

し
、

実
際

や
っ

て
い

く
し

か
な

い
と

思
っ

た
。

 

・
も

う
少

し
長

い
時

間
演

習
で

き
れ

ば
、

理
解

が
深

ま
る

と
思

う
。

 

＜
宮

崎
会

場
＞

 

・
レ

ポ
ー

ト
作

成
中

に
理

解
が

深
ま

っ
た

。
 

6
-
1
．

点
検

実
習

は
い

か
が

で
し

た
か

。
（

点
検

方
法

の
習

得
、

点
検

シ
ー

ト
の

書
き

方
等

）
 

 

【
感

想
・

要
望

】
  

 
＜

長
崎

会
場

＞
  

 
 

 
 

 

・
演

習
後

、
点

検
シ

ー
ト

を
提

出
し

た
が

点
検

シ
ー

ト
の

作
成

を
演

習
の

中
で

行
っ

た
ら

良
い

と
思

う
。

（
今

回
は

持
ち

帰
っ

て
各

自
作

成
だ

っ
た

た
め

）
 

・
講

師
の

方
か

ら
実

習
を

行
っ

た
規

模
の

橋
梁

で
は

現
場

点
検

に
1
橋

1
日

か
か

る
と

の
こ

と
で

あ
っ

た

が
、
そ

れ
を

1
橋

1
時

間
程

度
の

実
習

で
あ

っ
た

た
め

、
点

検
シ

ー
ト

の
作

成
は

時
間

的
に

厳
し

か
っ

た
。

 

・
書

き
方

が
よ

く
わ

か
ら

な
か

っ
た

。
ま

と
め

方
も

い
ま

い
ち

わ
か

ら
な

い
。

 

・
時

間
が

足
ら

ず
記

録
や

写
真

が
中

途
半

端
に

な
っ

て
し

ま
っ

た
。

 

・
ト

ン
ネ

ル
は

面
積

が
広

す
ぎ

て
時

間
が

足
り

な
か

っ
た

。
最

後
に

正
解

を
知

り
た

か
っ

た
。

点
検

結
果

6 8
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長
崎

宮
崎

を
メ

ー
ル

で
送

信
し

ま
し

た
が

、
合

っ
て

い
る

か
が

判
ら

な
か

っ
た

。
 

・
ト

ン
ネ

ル
実

習
は

時
間

が
足

り
な

か
っ

た
。

ま
た

、
斜

面
資

料
の

変
状

番
号

を
現

地
番

号
と

合
わ

せ
て

い
た

だ
き

た
か

っ
た

。
 

・
点

検
や

説
明

の
時

間
が

少
な

い
。

ま
た

、
現

場
（

対
象

施
設

）
の

状
況

や
点

検
項

目
な

ど
事

前
情

報
を

多
め

に
ほ

し
い

 

・
も

う
少

し
時

間
が

欲
し

か
っ

た
。

シ
ー

ト
が

書
き

に
く

か
っ

た
。

 

・
点

検
シ

ー
ト

の
書

き
方

が
い

ま
い

ち
だ

っ
た

。
も

う
少

し
、

記
入

例
を

教
え

て
ほ

し
い

。
 

・
県

独
自

の
取

り
組

み
よ

り
も

国
の

や
り

方
を

説
明

し
た

ほ
う

が
よ

い
と

思
っ

た
。

特
に

市
町

職
員

や
民

間
に

対
し

て
。

 

・
あ

と
1
時

間
程

度
時

間
が

欲
し

か
っ

た
。

ト
ン

ネ
ル

の
変

状
記

録
用

紙
が

変
状

に
比

べ
て

小
さ

く
、

書

き
に

く
か

っ
た

。
 

・
ト

ン
ネ

ル
や

斜
面

の
点

検
実

習
に

つ
い

て
も

う
少

し
時

間
が

あ
る

と
良

か
っ

た
。

斜
面

点
検

で
は

何
を

ど
う

点
検

す
れ

ば
い

い
の

か
わ

か
り

に
く

か
っ

た
。

 

 
＜

宮
崎

会
場

＞
 

・
業

務
で

点
検

し
て

い
る

現
場

を
体

験
し

て
み

た
い

。
 

・
損

傷
の

度
合

い
を

判
断

す
る

基
準

が
難

し
か

っ
た

。
 

・
経

験
な

い
部

門
に

つ
い

て
は

苦
労

し
た

。
 

・
斜

面
に

関
し

て
は

交
通

量
が

多
く

、
歩

道
が

な
い

た
め

、
一

列
で

の
移

動
だ

っ
た

が
、

2
班

だ
と

講
師

が
前

に
い

る
場

合
、

後
ろ

の
方

ま
で

声
が

届
か

な
か

っ
た

の
で

、
班

を
も

っ
と

細
分

化
す

る
な

り
、

場
所

を
変

え
る

な
り

し
た

方
が

良
い

と
感

じ
た

。
 

・
対

象
ト

ン
ネ

ル
は

も
っ

と
傷

の
判

り
易

い
も

の
で

 

 6
-
2
．

点
検

実
習

は
理

解
で

き
ま

し
た

か
。
（

合
格

レ
ベ

ル
を

3
と

し
た

時
、

自
分

の
理

解
度

が
ど

れ
く

ら

い
で

し
た

か
）

 

 

【
理

解
で

き
な

か
っ

た
と

こ
ろ

】
 

＜
長

崎
会

場
＞

 

・
斜

面
点

検
で

は
何

を
ど

う
点

検
す

れ
ば

い
い

の
か

わ
か

り
に

く
か

っ
た

。
 

・
座

学
の

内
容

を
復

習
し

、
実

習
に

取
り

組
め

ば
よ

り
理

解
が

深
ま

っ
た

と
思

う
。
（

反
省

点
）

 

・
ト

ン
ネ

ル
、

橋
で

書
き

方
が

違
う

の
で

慣
れ

る
時

間
が

な
か

っ
た

。
同

じ
日

で
は

な
く

別
に

し
て

ほ
し

い
。

 

・
持

ち
帰

っ
て

点
検

シ
ー

ト
を

作
成

す
る

と
き

に
、

写
真

が
ど

の
部

材
か

分
か

ら
な

く
な

り
、

写
真

の
と
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り
方

が
駄

目
だ

っ
た

。
 

・
や

り
方

は
わ

か
っ

た
が

、
も

う
少

し
具

体
的

に
ど

の
よ

う
に

す
る

の
か

教
え

て
ほ

し
い

。
 

・
点

検
方

法
や

着
目

点
に

つ
い

て
は

な
ん

と
な

く
理

解
し

た
が

、
点

検
結

果
と

し
て

維
持

・
補

修
に

反
映

で
き

る
点

検
を

行
え

る
よ

う
に

な
る

に
は

、
時

間
が

か
か

る
と

思
う

。
 

＜
宮

崎
会

場
＞

 

・
レ

ポ
ー

ト
の

最
適

案
を

参
照

で
き

れ
ば

理
解

が
深

ま
る

。
 

・
も

う
少

し
現

場
で

点
検

す
る

時
間

が
ほ

し
か

っ
た

。
 

 7
．
本

講
座
（

座
学

・
検

査
演

習
・

点
検

実
習

）
を

受
講

し
て

、
今

後
の

業
務

に
活

用
で

き
る

自
信

が
つ

き

ま
し

た
か

。
 

 

【
感

想
・

要
望

】
 

＜
長

崎
会

場
＞

 

・
点

検
業

務
で

コ
ン

サ
ル

さ
ん

と
対

話
す

る
た

め
の

力
が

少
し

身
に

つ
い

た
と

思
う

。
 

・
橋

梁
に

つ
い

て
深

く
学

ぶ
機

会
が

な
か

っ
た

の
で

、
今

回
は

良
い

機
会

だ
っ

た
。

 

・
点

検
実

習
は

実
務

的
で

良
か

っ
た

。
 

・
ま

だ
ま

だ
慣

れ
て

い
か

な
い

と
、

全
然

活
用

で
き

る
自

信
が

な
い

。
 

【
宮

崎
】

 

・
専

門
外

の
分

野
は

ま
だ

ま
だ

全
然

で
す

。
 

・
さ

ら
に

経
験

を
積

み
た

い
 

 8
．

全
体

的
な

感
想

を
お

聞
か

せ
下

さ
い

。
 

＜
長

崎
会

場
＞

 

・
み

ん
な

社
会

人
な

の
で

、
あ

る
程

度
時

間
に

は
都

合
を

つ
け

て
ほ

し
い

。
 

・
専

門
的

な
内

容
が

資
料

、
講

話
等

で
わ

か
り

や
す

く
説

明
し

て
も

ら
い

良
い

勉
強

に
な

っ
た

。
今

後
も

、

こ
の

よ
う

な
機

会
が

あ
れ

ば
参

加
し

た
い

と
思

う
。

 

・
幅

広
く

勉
強

す
る

こ
と

が
出

来
ま

し
た

が
、

全
て

受
講

す
る

に
は

多
く

の
時

間
を

要
す

る
の

で
、

通
常

業
務

へ
の

影
響

が
大

き
か

っ
た

。
 

・
今

回
得

た
知

識
や

点
検

法
等

、
今

後
の

業
務

に
活

か
し

た
い

。
 

・
座

学
と

演
習

日
に

開
き

が
あ

り
、

集
中

に
か

け
る

。
 

・
勉

強
に

な
り

ま
し

た
。

 

・
各

種
試

験
の

方
法

に
つ

い
て

は
実

際
に

体
験

す
る

こ
と

が
で

き
、

良
い

勉
強

に
な

っ
た

。
 

・
サ

ー
モ

グ
ラ

フ
ィ

ー
の

講
習

以
外

は
全

体
を

通
し

て
有

意
義

な
研

修
だ

っ
た

。
 

4
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・
知

識
が

乏
し

い
中

丁
寧

に
教

え
て

い
た

だ
き

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

 

・
お

世
話

に
な

り
ま

し
た

。
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

 

・
最

初
の

テ
ス

ト
の

解
説

を
し

て
ほ

し
か

っ
た

。
 

・
橋

梁
や

ト
ン

ネ
ル

、
道

路
で

点
検

の
呼

び
名

が
違

う
の

で
混

乱
し

ま
す

。
ま

た
、

問
題

集
が

あ
れ

ば
理

解
し

や
す

い
と

思
い

ま
す

。
 

・
座

学
は

も
っ

と
点

検
の

内
容

に
重

点
を

置
い

て
も

い
い

と
思

っ
た

。
情

報
量

が
多

す
ぎ

て
何

が
重

要
な

の
か

わ
か

り
に

く
い

。
 

・
時

間
が

長
い

気
が

し
た

。
ま

た
、
試

験
問

題
が

講
座

で
習

っ
て

い
な

い
の

が
出

て
い

た
。
わ

か
ら

な
い

。
 

・
演

習
に

よ
っ

て
理

解
が

深
ま

り
良

か
っ

た
で

す
。

 

・
e
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
期

限
を

設
け

て
ほ

し
い

（
い

つ
の

間
に

か
ア

ク
セ

ス
出

来
な

く
な

っ
て

い
た

）
 

・
他

社
の

受
講

者
の

方
と

交
流

が
生

ま
れ

良
い

機
会

と
な

り
ま

し
た

。
 

・
続

け
て

ほ
し

い
 

・
講

座
の

期
間

お
世

話
に

な
り

ま
し

た
。

非
常

に
有

意
義

な
時

間
で

し
た

。
 

・
大

変
勉

強
に

な
り

ま
し

た
。

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

 

＜
宮

崎
会

場
＞

 

・
宮

崎
で

は
道

守
補

ま
で

と
な

っ
て

お
り

ま
す

の
で

、
特

定
道

守
コ

ー
ス

の
早

期
開

催
を

希
望

し
ま

す
。

 

・
試

験
対

策
用

の
問

題
等

を
い

た
だ

き
た

い
。

 

・
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
い

い
勉

強
に

な
り

ま
し

た
。

で
き

れ
ば

合
格

し
て

い
る

と
良

い
の

で
す

が
！

 

・
橋

梁
補

修
工

事
が

、
今

後
益

々
増

え
て

く
る

の
で

今
回

の
講

習
で

得
た

知
識

を
土

台
と

し
て

、
現

場
で

活
用

し
た

い
と

思
い

ま
す

。
広

く
浅

く
知

識
を

習
得

で
き

た
と

思
い

ま
す

。
 

・
内

容
は

と
て

も
良

か
っ

た
と

思
い

ま
す

。
た

だ
、

頂
い

た
資

料
の

字
が

小
さ

く
て

読
め

な
い

と
こ

ろ
も

あ
っ

た
の

で
、

4
分

割
で

は
な

く
せ

め
て

2
分

割
に

し
て

ほ
し

い
で

す
。

も
し

く
は

事
前

に
デ

ー
タ

を
メ

ー
ル

で
い

た
だ

き
、

そ
れ

ぞ
れ

が
出

力
し

て
も

良
か

っ
た

の
か

な
と

思
い

ま
す

。
ご

指
導

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
！

！
 

・
座

学
だ

け
で

な
く

検
査

演
習

も
講

座
に

含
ま

れ
て

お
り

勉
強

に
な

り
ま

し
た

。
 

・
点

検
業

務
の

基
礎

知
識

に
つ

い
て

は
概

ね
理

解
で

き
た

と
思

う
。

認
定

試
験

の
学

習
方

法
を

具
体

的
に

提
案

い
た

だ
け

る
と

助
か

る
。

 

・
も

っ
と

実
習

を
体

験
し

た
い

。
 

・
講

座
の

情
報

公
開

を
進

め
て

ほ
し

い
 

・
自

身
の

知
識

の
再

確
認

も
行

え
良

か
っ

た
で

す
。

ま
た

、
他

分
野

の
勉

強
も

必
要

か
と

強
く

感
じ

ま
し

た
。

今
回

は
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

・
道

守
養

成
講

座
（

道
守

補
コ

ー
ス

）
を

受
講

し
て

、
今

後
の

業
務

に
役

立
つ

内
容

を
勉

強
す

る
こ

と
が

で
き

、
と

て
も

満
足

し
て

い
ま

す
。

 

・
イ

ン
フ

ラ
を

守
る

と
い

う
こ

と
で

、
と

て
も

役
に

立
つ

講
座

だ
と

感
じ

る
こ

と
が

出
来

ま
し

た
。

 

 
 

－ －26



2.6.3 特定道守コース 

 

【概要】 

特定道守コースは、コンクリート構造・鋼構造の 2 分野を設定し、道路インフラ施設の

診断ができ、特定の分野で極めて高度な技術を有する人材養成を行った。 

カリキュラムは、講義・演習・実習・実験で構成され、斜面・トンネル・舗装の維持管理、

情報処理、計測モニタリング等の共通講座および各コースの材料、施工、調査・診断・評

価、補修・補強、材料実験、プロジェクト演習を行った。 

  

◇対 象 ：自治体職員、地元企業職員、自治体 OB、地元企業 OB 等 

◇講 義 レ ベ ル ：コンクリート診断士、鋼構造診断士レベル 

◇募 集 方 法 ：長崎県土木部、(一社)長崎県建設業協会、(一社)長崎県測量設計コンサ

ルタンツ協会を通じて、各企業へ参加協力依頼、各自治体職員への参加協力依頼、認定者

へのメール送信による告知、HP・Facebook への掲載等 

◇講 義 概 要 ：講義・演習・実習 

◇受 講 料 ：60,000 円 

◇認 定 試 験 ：筆記試験 1（4 択問題＋用語説明）、筆記試験 2（論文形式問題） 

◇募 集 人 員 ：コンクリート構造 20 名、鋼構造 15 名程度 

◇応 募 数 ：コンクリート構造 10 名・鋼構造 9 名 うち 5 名が 2 分野同時受講 

◇受 講 者 数 ：コンクリート構造 9 名・鋼構造 8 名 うち 5 名が 2 分野同時受講 

◇受 講 者 属 性 ：建設業関係、自治体、コンサルタント、(公財)長崎県建設技術研究ｾﾝﾀｰ 

◇実 施 時 期 ：10 月 18 日(木)～11 月 30 日(金)うち 8 または 9 日間 
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【カリキュラム】 
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～
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２
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３
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６
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～
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～
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技
術
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理
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全
工
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A
1
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騒
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・
振
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A
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環
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工
学

A
1
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橋
梁
の
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持
管
理
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高
橋
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梁
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梁
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Ｄ
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室

〃
〃

〃
〃
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1
1

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
材
料
と
性
質

B
1
5

耐
震
診
断
・
補
強

B
2
3

コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
の
架
設
・
施
工
(1
)

B
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コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
の
架
設
・
施
工
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)
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1
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調
査
手
法
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）

B
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手
法
（
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口

P
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建
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準
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)
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準
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)

佐
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研
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〃
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6
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修
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C
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室

〃

B
1
6

塩
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に
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す
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合
診
断
と
対
策

B
1
7
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S
R
・
床
版
劣
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に
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す
る
診
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と
対
策

谷
倉
（Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

奥
松

共
同
研
究
交
流
セ
ン
タ
ー
　
研
修
室

〃

C
1
5

損
傷
部
材
の
評
価
(1
)

C
1
5

損
傷
部
材
の
評
価
(2
)

C
2
3

鋼
橋
の
架
設
・
施
工
(1
)

C
2
3

鋼
橋
の
架
設
・
施
工
(2
)

C
1
7

技
術
基
準
と
最
近
の
話
題
(1
)

C
1
7

技
術
基
準
と
最
近
の
話
題
(2
)

才
本
(D
V
D
)

勝
田

大
島
造
船
所
　
前
田

大
島
造
船
所
　
前
田

安
波
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

安
波
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

共
同
研
究
交
流
セ
ン
タ
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研
修
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〃
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近
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補
修
・
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1
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補
修
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損
傷
部
材
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性
能
評
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C
2
1
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修
･補
強
計
画
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演
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Ｖ
Ｄ
）
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部
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流
セ
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タ
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修
室
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〃
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補
修
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事
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B
1
9

損
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材
の
性
能
評
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演
習

B
2
0

補
修
･補
強
計
画
立
案
演
習

樋
野
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

樋
野

樋
野

共
同
研
究
交
流
セ
ン
タ
ー
　
研
修
室

〃
〃

1
0
月
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日

(金
)

特
定

共
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②
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月
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日
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①
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1
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と
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学
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邉

〃

A
1
8
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の
維
持
管
理

A
1
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造
物
の
計
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と
モ
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A
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処
理
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Ｄ
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修
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①
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共
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月
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コ
①
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月
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日

(木
)

特
定

コ
②

B
2
1

ト
ン
ネ
ル
の
診
断
と
対
策
(１
)

蒋 〃

1
1
月
9
日

(金
)

特
定

鋼
②

C
2
2

材
料
実
験

中
村
、
勝
田
、
本
村

実
験
室

1
1
月
1
3
日

(火
)

特
定

コ
③

B
2
2

材
料
実
験

佐
々
木

実
験
室

B
2
1

ト
ン
ネ
ル
の
診
断
と
対
策
(2
)

若
林

研
修
室
／
実
験
室

1
1
月
1
4
日

(水
)

特
定

鋼
③

１
１
月
2
0
日

(火
)

特
定

鋼
④

1
1
月
2
9
日

(木
)

特
定

コ
⑥

B
2
4

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
(コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
)

松
永
、
赤
堀
、
一
ノ
瀬

サ
イ
エ
ン
ス
テ
ク
ノ
ラ
ボ
（
物
理
）

1
1
月
2
1
日

(水
)

特
定

コ
④

1
1
月
3
0
日

(金
)

特
定

鋼
⑤

C
24

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
(鋼
橋
)

松
永
、
赤
堀
、
室
園

未
来
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
　
第
2
研
究
室

1
1
月
2
2
日

(木
)

特
定

コ
⑤

B
2
5

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
(ト
ン
ネ
ル
)

蒋
、
若
林

サ
イ
エ
ン
ス
テ
ク
ノ
ラ
ボ
（
物
理
）

－ －28



【
受

講
生

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

】
 

 1
．

 本
講

座
の

時
間

数
は

い
か

が
で

し
た

か
。

 

 

 
 

a
.
 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
 

・
4
択

の
試

験
時

間
が

少
な

か
っ

た
。

1
時

間
必

要
だ

と
思

い
ま

す
。

 

・
曜

日
に

つ
い

て
は

、
週

末
（

金
）
が

良
い

で
す

。
時

間
帯

は
現

在
1
0：

0
0
～

に
な

っ
て

い
ま

す
の

で
、

そ
の

ま
ま

で
良

い
で

す
。

 

・
業

務
と

の
兼

ね
合

い
で

、
上

半
期

に
講

習
を

し
て

い
た

だ
け

れ
ば

調
整

し
や

す
い

と
思

う
。

 

 

b
.
 
鋼

 

・
週

の
真

ん
中

水
曜

日
の

講
義

は
や

め
て

ほ
し

い
。

業
務

（
出

張
等

）
の

予
定

が
立

て
に

く
い

。
 

・
一

週
間

に
2
回

の
実

施
は

正
直

厳
し

い
部

分
は

あ
り

ま
す

。
 

 

C
.
 
2
分

野
 

・
ビ

デ
オ

で
受

講
で

き
る

科
目

は
職

場
等

で
動

画
配

信
サ

イ
ト

等
で

受
講

し
、
先

生
方

の
講

義
が

必
要

な

も
の

だ
け

を
長

崎
大

学
で

受
講

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
た

だ
け

れ
ば

大
学

に
来

る
負

担
が

減
る

の
で

は
と

思
い

ま
す

。
 

・
先

に
決

定
さ

れ
た

方
が

動
き

易
い

。
 

            

2
-
1
.
 
共

通
科

目
に

つ
い

て
感

想
を

お
聞

か
せ

く
だ

さ
い

。
 

（
技

術
者

倫
理

と
安

全
工

学
、

環
境

工
学

、
騒

音
・

振
動

、
化

学
分

析
、

計
測

と
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
、

情
報

処
理

、
ト

ン
ネ

ル
・

舗
装

・
斜

面
、

ア
セ

ッ
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

概
論

）
 

 

 

a
.
 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
 

・
化

学
分

析
は

あ
ま

り
聞

き
な

れ
な

い
言

葉
が

あ
っ

て
あ

ま
り

理
解

で
き

な
か

っ
た

。
 

・
も

う
少

し
時

間
が

あ
っ

て
も

良
い

と
思

い
ま

す
。

 

・
化

学
分

析
に

つ
い

て
は

、
必

要
な

講
義

と
は

思
い

ま
す

が
、
も

う
少

し
簡

略
化

で
き

な
い

か
と

思
い

ま

し
た

。
（

分
野

外
で

あ
る

た
め

、
な

か
な

か
理

解
で

き
な

い
）

 

・
全

体
的

な
講

義
内

容
が

少
な

か
っ

た
と

思
わ

れ
た

。
 

 

b
.
 
鋼

 

・
環

境
や

化
学

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
な

ど
実

務
で

は
あ

ま
り

経
験

出
来

な
い

と
こ

ろ
を

経
験

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
ア

セ
ッ

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
等

一
部

し
か

受
け

て
い

な
い

が
、
基

本
的

な
こ

と
を

思
い

出
す

こ
と

が
で

き

た
。

 

・
今

回
は

騒
音

、
振

動
の

み
の

受
講

で
し

た
。

 

・
化

学
分

析
は

細
か

な
内

容
が

あ
り

難
し

か
っ

た
。

 

 c
.
 
２

分
野

 

・
化

学
分

析
が

イ
メ

ー
ジ

す
る

の
が

難
し

く
、

実
際

に
試

験
機

械
を

見
る

こ
と

で
理

解
が

し
や

す
か

っ

た
。

道
守

補
の

講
座

と
内

容
が

重
複

す
る

講
座

も
あ

っ
た

か
も

し
れ

な
い

が
、

必
要

な
科

目
で

あ
る

よ
う

に
感

じ
た

。
 

・
イ

ン
フ

ラ
の

維
持

管
理

が
今

後
い

よ
い

よ
難

し
く

な
る

我
が

国
の

現
状

を
再

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
、

イ
ン

フ
ラ

の
維

持
管

理
に

関
わ

る
人

間
と

し
て

の
自

覚
を

よ
り

強
く

持
つ

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
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2
-
2
．

共
通

科
目

の
内

容
は

理
解

で
き

ま
し

た
か

。
 

（
合

格
レ

ベ
ル

を
3
と

し
た

時
、

自
分

の
レ

ベ
ル

が
ど

れ
く

ら
い

か
）

 

 

a
.
 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
 

・
私

自
身

の
勉

強
不

足
も

あ
り

。
難

し
か

っ
た

で
す

。
 

・
私

の
力

量
不

足
も

あ
り

、
難

し
い

よ
う

に
感

じ
た

。
 

 

b
.
 
鋼

 

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
で

数
年

前
に

受
講

し
て

い
る

も
の

も
多

く
、
忘

れ
て

い
る

事
項

が
あ

っ
た

。
新

し

い
講

義
の

資
料

を
も

ら
っ

て
勉

強
し

た
が

、
資

料
だ

け
で

は
わ

か
ら

な
い

こ
と

も
あ

っ
た

。
 

・
理

解
は

で
き

た
と

思
う

が
試

験
に

問
題

数
や

内
容

が
あ

ま
り

反
映

さ
れ

て
い

な
い

思
う

。
 

・
化

学
や

騒
音

、
振

動
な

ど
公

式
が

必
要

に
な

る
部

分
は

あ
り

ま
す

が
、
全

体
的

に
わ

か
り

や
す

い
講

義

内
容

で
あ

っ
た

。
 

 c
.
 
２

分
野

 

・
昨

年
度

受
講

し
た

道
守

補
コ

ー
ス

の
知

識
が

あ
っ

た
の

で
、
確

実
に

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

と

思
い

ま
す

。
 

・
講

座
を

受
講

し
た

と
き

は
あ

る
程

度
理

解
で

き
た

と
思

っ
た

が
、
忘

れ
て

し
ま

っ
て

い
る

こ
と

も
多

い

気
が

す
る

。
 

           

3
-
1
．

専
門

科
目

は
い

か
が

で
し

た
か

。
 

a
.
 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
b
.
 
鋼

構
造

 

 a
.
 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
 

・
新

技
術

に
つ

い
て

講
話

を
お

願
い

し
ま

す
。

 

・
構

造
物

の
変

状
に

対
す

る
原

因
推

定
、
調

査
内

容
、
対

策
工

法
の

整
理

が
あ

ま
り

出
来

て
い

な
か

っ
た

事
を

痛
感

し
ま

し
た

。
 

 b
.
 
鋼

 

・
鋼

材
の

疲
労

や
補

修
、

補
強

な
ど

実
業

務
に

大
い

に
役

立
つ

内
容

で
あ

っ
た

。
 

・
講

義
内

容
に

つ
い

て
は

難
し

く
な

く
理

解
で

き
た

。
 

・
鋼

材
が

劣
化

す
る

原
因

と
し

て
は

あ
ま

り
数

が
な

い
が

、
鋼

構
造

で
は

床
版

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
と

な
る

場
合

も
多

く
、

複
合

的
に

原
因

を
探

る
必

要
が

あ
る

た
め

、
実

際
の

橋
梁

の
点

検
で

は
ど

ち
ら

の
知

識
も

必
要

で
あ

る
と

感
じ

た
。

ま
た

、
塗

装
な

ど
は

種
類

が
多

く
、

用
途

に
応

じ
た

選
定

が
難

し
い

と
感

じ
た

。
 

・
科

目
の

中
で

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

損
傷

原
因

な
ど

、
重

複
し

て
い

る
科

目
が

あ
っ

た
。

 

 

c
.
 
２

分
野

 

・
道

守
補

の
内

容
の

よ
う

に
基

本
的

な
こ

と
が

あ
ま

り
な

く
、
実

践
的

で
実

習
も

あ
り

良
か

っ
た

と
思

い

ま
す

。
基

本
的

な
橋

梁
の

部
材

の
名

称
な

ど
、

道
守

補
受

講
か

ら
日

に
ち

が
経

っ
て

い
る

の
で

、
特

定
道

守
受

講
前

に
予

習
で

き
る

よ
う

に
ｅ

ー
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
使

え
る

よ
う

に
し

て
い

た
だ

い
た

ら
よ

か
っ

た
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
 

・
鋼

の
分

野
は

、
普

段
の

業
務

で
か

か
わ

り
が

薄
い

の
で

理
解

す
る

こ
と

が
難

し
い

箇
所

も
あ

り
ま

し

た
。

反
対

に
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
分

野
で

は
業

務
で

関
わ

り
が

強
く

イ
メ

ー
ジ

が
掴

み
や

す
い

内
容

で
し

た
。
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3
-
2
．

専
門

科
目

の
内

容
は

理
解

で
き

ま
し

た
か

。
 

 
（

合
格

レ
ベ

ル
を

3
と

し
た

時
、

自
分

の
レ

ベ
ル

が
ど

れ
く

ら
い

か
）

 

  
a
.
 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
b
.
 
鋼

構
造

 

 
 

a
.
 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
 

・
説

明
も

分
か

り
や

す
く

テ
キ

ス
ト

の
文

字
も

大
き

か
っ

た
の

で
分

か
り

や
す

い
授

業
で

し
た

。
 

・
専

門
性

の
高

い
と

こ
ろ

は
理

解
す

る
ま

で
時

間
が

か
か

る
。

 

・
対

策
工

法
の

専
門

的
な

内
容

を
詳

し
く

説
明

し
て

ほ
し

い
。

 

b
.
 
鋼

 

・
鋼

に
お

い
て

は
、

上
記

3
-
1
と

同
様

、
時

間
を

要
し

た
。

 

・
難

し
か

っ
た

。
 

    4
．
本

講
座
（

座
学

・
実

験
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

）
を

受
講

し
て

、
今

後
の

業
務

に
活

用
で

き
る

自
信

が

つ
き

ま
し

た
か

？
 

 

a
.
 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
 

・
も

っ
と

勉
強

し
た

い
。

 

・
ト

ン
ネ

ル
や

橋
梁

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
で

、
実

際
に

構
造

物
の

変
状

確
認

か
ら

対
策

ま
で

を
経

験
し

た
の

は
良

か
っ

た
と

思
い

ま
す

。
た

だ
、

経
験

が
不

足
し

て
い

る
の

で
原

因
推

定
や

調
査

、
試

験
、

対
策

を
一

連
で

行
う

自
信

は
ま

だ
、

あ
り

ま
せ

ん
 

b
.
 
鋼

 

・
ど

の
講

義
も

、
実

務
で

は
経

験
す

る
機

会
が

少
な

い
も

の
で

あ
っ

た
が

、
内

容
に

つ
い

て
は

今
後

の
業

務
に

大
い

に
役

立
つ

も
の

で
あ

る
と

感
じ

た
。

 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
で

自
信

が
つ

い
た

。
 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
で

チ
ー

ム
で

考
え

る
こ

と
で

、
自

分
が

気
付

か
な

い
点

検
の

箇
所

や
診

断
、
対

策

の
ポ

イ
ン

ト
が

つ
か

め
た

と
思

う
。

 

・
自

分
の

見
解

と
同

じ
意

見
も

あ
っ

た
の

で
若

干
自

信
が

つ
い

た
。

 

 c
.
 
2
分

野
 

・「
私

は
こ

う
考

え
る

、
と

い
う

姿
勢

で
自

信
を

持
っ

て
下

さ
い

」
と

い
う

講
師

の
方

の
言

葉
を

聞
い

て
、

業
務

に
活

用
す

る
自

信
が

つ
き

ま
し

た
。

 

  5
．

今
後

、
上

ク
ラ

ス
の

『
道

守
コ

ー
ス

』
を

受
講

し
た

い
と

思
い

ま
す

か
。

 

 

  

6
．

全
体

的
な

感
想

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

 

a
.
 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
 

・
講

義
や

演
習

を
行

っ
た

が
、

大
変

理
解

が
で

き
、

勉
強

に
な

り
ま

し
た

。
 

・
最

近
、
点

検
業

務
が

増
え

て
き

て
お

り
、
今

回
の

講
習

を
受

け
て

大
変

勉
強

に
な

っ
た

と
感

じ
た

。
こ

の
知

識
を

今
後

の
業

務
に

活
用

し
て

い
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

長
期

間
お

世
話

に
な

り
ま

し
た

。
 

・
試

験
の

４
択

問
題

の
時

間
を

１
時

間
に

し
て

ほ
し

い
。

 

・
全

体
に

講
義

が
集

中
し

て
い

て
理

解
し

や
す

い
環

境
で

あ
っ

た
。
あ

と
は

も
う

少
し

現
場

を
知

り
理

解

を
深

め
た

い
。

 

・
道

守
補

か
ら

数
年

経
過

し
て

今
回

特
定

道
守

を
受

講
し

ま
し

た
が

、
試

験
は

非
常

に
難

し
か

っ
た

で

す
。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

や
ト

ン
ネ

ル
の

施
工

や
変

状
等

に
対

し
て

は
初

歩
的

な
こ

と
か

ら
奥

深
い

と
こ

ろ
ま

で
学

ぶ
こ

と
が

出
来

て
、

講
師

の
方

の
わ

か
り

や
す

い
説

明
も

あ
っ

て
非

常
に

い
い

経
験

に
な

り
ま

し
た

。
ま

た
、

普
段

行
わ

な
い

実
験

も
経

験
出

来
て

良
か

っ
た

で
す

。
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
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b
.
 
鋼

 

・
テ

ス
ト

が
難

し
か

っ
た

。
 

・
共

通
分

野
な

ど
、
習

っ
た

時
か

ら
時

間
が

経
っ

て
い

る
も

の
も

多
く

、
思

い
出

す
の

に
時

間
が

か
か

っ

て
し

ま
っ

た
。

も
っ

と
実

践
を

積
ん

で
活

用
し

て
い

き
た

い
と

思
う

。
 

・
合

否
は

別
と

し
て

、
自

分
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

に
は

大
き

く
役

立
っ

た
と

思
う

。
 

・
全

体
的

に
非

常
に

わ
か

り
や

す
い

講
義

で
あ

っ
た

と
感

じ
た

。
施

工
に

つ
い

て
は

、
外

部
講

師
の

方
の

説
明

が
あ

り
、

理
解

し
や

す
い

内
容

で
あ

っ
た

。
実

橋
に

お
り

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
に

つ
い

て
も

、
各

チ
ー

ム
で

推
定

し
た

損
傷

原
因

や
必

要
と

考
え

ら
れ

る
詳

細
調

査
等

に
つ

い
て

架
空

の
結

果
を

与
え

て
頂

き
、

そ
の

後
の

対
策

等
に

つ
い

て
よ

り
具

体
的

に
話

し
合

う
こ

と
が

で
き

、
有

意
義

な
も

の
で

し
た

。
長

期
間

に
わ

た
り

、
沢

山
の

資
料

等
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

 

c
.
 
2
分

野
 

・
講

義
や

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

を
通

じ
て

他
企

業
の

方
々

や
自

治
体

の
方

々
と

意
見

を
交

わ
す

こ
と

が

で
き

、
自

分
の

考
え

や
仕

事
の

取
り

組
み

を
再

び
考

え
さ

せ
ら

れ
ま

し
た

。
ま

た
、

知
識

の
習

得
に

お
い

て
も

、
講

師
の

方
が

、
先

生
方

、
事

務
の

方
々

に
大

変
お

世
話

に
な

り
ま

し
た

。
こ

こ
で

の
経

験
を

活
か

し
、

イ
ン

フ
ラ

の
維

持
管

理
に

貢
献

し
て

い
く

こ
と

で
恩

返
し

が
出

来
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
本

当
に

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

 

・
共

通
科

目
・
専

門
科

目
・
演

習
と

幅
広

く
勉

強
で

き
て

と
て

も
有

意
義

な
時

間
を

過
ご

せ
ま

し
た

。
ま

た
、

多
く

の
人

と
知

り
合

え
た

事
も

良
か

っ
た

と
思

い
ま

す
。

６
０

年
越

え
の

橋
梁

に
負

け
な

い
様

に
私

も
頑

張
り

た
い

と
思

い
ま

す
。

 

  【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
（

特
定

道
守

）
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

】
 

 1
.
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

形
式

の
講

義
に

関
し

て
の

感
想

 

 

①
 講

義
の

進
行

速
度

 

 

    

②
 グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
時

間
配

分
 

 
 

③
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

講
義

を
受

け
て

み
て

の
感

想
 

 
a
.
 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
 

・
多

く
の

意
見

が
聞

け
て

参
考

に
な

り
ま

す
。

 

・
い

い
勉

強
に

な
っ

た
。

 

・
い

ろ
い

ろ
な

意
見

が
拝

聴
で

き
て

良
か

っ
た

。
 

・
各

意
見

を
聞

く
こ

と
が

で
き

、
有

意
義

で
あ

っ
た

。
 

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

形
式

は
様

々
な

意
見

や
知

ら
な

い
こ

と
が

勉
強

で
き

て
非

常
に

良
か

っ
た

で
す

。
 

・
皆

さ
ん

の
ご

意
見

が
聞

け
て

大
変

勉
強

に
な

り
ま

し
た

。
 

・
他

の
人

の
意

見
が

聞
け

て
大

変
勉

強
に

な
っ

た
。

 

・
自

分
で

は
持

っ
て

い
な

い
意

見
を

聞
く

こ
と

が
出

来
た

。
 

・
色

々
な

意
見

が
出

て
、

た
め

に
な

っ
た

。
 

 

b
.
 
鋼

 

・
様

々
な

意
見

、
考

え
を

聞
く

こ
と

が
出

来
て

有
意

義
で

あ
っ

た
。

 

・
自

分
以

外
の

意
見

が
大

変
貴

重
で

た
め

に
な

る
講

義
で

あ
っ

た
。

 

・
自

分
に

持
っ

て
な

い
考

え
方

を
聞

く
こ

と
が

出
来

た
。

 

・
対

策
の

留
意

点
な

ど
自

分
だ

け
で

は
気

が
つ

か
な

か
っ

た
と

思
い

ま
す

。
た

め
に

な
り

ま
し

た
。

 

・
多

く
の

人
の

意
見

や
考

え
方

が
聞

け
て

と
て

も
勉

強
に

な
り

ま
し

た
。

 

・
自

身
の

考
察

だ
け

で
は

な
く

、
他

の
人

の
考

察
も

聞
く

こ
と

が
出

来
、
よ

り
良

い
点

検
・

調
査

・
計

画

が
で

き
た

。
他

の
受

講
者

と
の

交
流

も
で

き
た

の
で

楽
し

か
っ

た
。

 

・
自

分
で

は
考

え
つ

か
な

い
よ

う
な

内
容

ま
で

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

す
る

こ
と

が
出

来
、
色

々
な

考
え

方

を
学

べ
た

。
 

・
参

加
者

の
い

ろ
ん

な
考

え
方

が
あ

り
、

参
考

に
な

っ
た

。
 

 

c
.
 
ト

ン
ネ

ル
 

・
他

の
人

と
意

見
交

換
が

で
き

て
勉

強
に

な
っ

た
。

 

・
ト

ン
ネ

ル
点

検
の

人
員

配
置
・
安

全
管

理
・
現

地
調

査
等

の
全

体
の

流
れ

が
理

解
で

き
た

の
が

、
と

て

も
勉

強
に

な
っ

た
。

 

・
当

初
の

予
定

よ
り

実
際

は
早

か
っ

た
。

時
間

配
分

は
問

題
な

か
っ

た
。

 

・
非

常
に

難
し

か
っ

た
。

原
因

と
診

断
に

つ
い

て
実

績
を

積
む

こ
と

が
必

要
と

感
じ

た
。
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・
点

検
か

ら
診

断
へ

の
流

れ
を

体
験

で
き

た
の

で
良

か
っ

た
で

す
。
た

だ
、
変

状
に

対
す

る
診

断
は

難
し

か
っ

た
で

す
。

 

・
講

評
に

よ
り

、
判

定
結

果
等

を
聞

け
た

の
が

良
か

っ
た

。
 

・
個

人
の

い
ろ

い
ろ

な
意

見
を

聞
く

こ
と

が
で

き
、

有
意

義
で

し
た

。
 

・
他

の
受

講
者

の
方

の
意

見
を

聞
い

て
議

論
す

る
過

程
は

、
講

義
を

理
解

す
る

上
で

大
変

役
立

ち
ま

し

た
。

 

・
い

ろ
ん

な
意

見
、

考
え

方
を

聞
け

て
勉

強
に

な
っ

た
。

 

・
良

か
っ

た
。

 

 

④
今

後
、

こ
の

よ
う

な
講

義
に

ま
た

参
加

し
た

い
か

。
 

 

 2
．

本
日

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
の

感
想

 

  
①

本
日

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
を

通
し

て
、

新
た

に
身

に
付

い
た

こ
と

 

 
a
.
 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
 

・
橋

梁
点

検
か

ら
診

断
の

流
れ

ま
で

体
験

で
き

て
良

か
っ

た
。

 

・
日

々
の

工
事

に
応

用
し

て
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
を

行
う

と
良

い
と

思
う

。
 

・
様

々
な

可
能

性
を

考
え

る
こ

と
。

 

・
劣

化
要

因
や

診
断

し
、

判
定

す
る

技
術

が
身

に
つ

い
た

。
 

・
様

々
な

変
状

に
対

し
て

の
対

策
が

今
ま

で
体

験
し

た
事

が
な

か
っ

た
の

で
良

い
経

験
に

な
り

ま
し

た
。
 

・
積

極
的

に
発

言
す

る
力

、
会

話
を

聞
く

力
・

ま
と

め
る

力
 

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
の

方
法

 

・
調

査
方

法
と

対
策

 

・
点

検
→

原
因

推
定

→
調

査
計

画
立

案
→

対
策

の
要

否
→

工
法

選
定

の
流

れ
、
進

め
方

が
勉

強
に

な
り

ま

し
た

 

 

b
.
 
鋼

 

・
診

断
に

つ
い

て
の

考
え

方
が

様
々

あ
る

が
、

複
合

的
に

判
断

す
る

こ
と

が
大

事
で

あ
る

と
感

じ
た

。
 

・
再

塗
装

の
際

の
留

意
点

、
鉛

・
P
C
B
の

扱
い

 

・
新

し
い

考
え

方
 

・
健

全
度

の
評

価
に

お
い

て
、
橋

梁
の

特
性

、
性

能
等

を
把

握
し

、
一

部
分

の
損

傷
で

判
断

せ
ず

、
橋

梁

全
体

で
判

断
す

る
こ

と
が

身
に

つ
い

た
。

 

・
鉛

、
P
C
B
に

関
す

る
こ

と
（

作
業

員
の

健
康

被
害

に
関

す
る

こ
と

）
。
ま

た
、
調

査
計

画
、
施

工
計

画
時

に
別

途
留

意
す

べ
き

こ
と

。
 

・
知

識
 

・
塗

装
の

塗
替

え
に

関
し

て
勉

強
に

な
り

ま
し

た
。

 

 

c
.
 
ト

ン
ネ

ル
 

・
点

検
、

評
価

の
方

法
 

・
点

検
か

ら
診

断
ま

で
の

実
務

の
流

れ
 

・
ト

ン
ネ

ル
の

評
価

に
つ

い
て

わ
か

っ
た

。
 

・
ひ

び
割

れ
の

原
因

を
考

え
る

様
に

な
っ

た
、

診
断

・
対

策
が

具
体

的
に

分
か

る
よ

う
に

な
っ

た
。

 

・
ト

ン
ネ

ル
内

部
の

点
検

結
果

だ
け

で
な

く
、
損

傷
原

因
・
対

策
工

法
等

ま
で

の
考

え
方

が
理

解
で

き
て

よ
か

っ
た

。
 

・
診

断
に

つ
い

て
考

え
方

が
理

解
で

き
た

。
 

・
変

状
に

対
し

て
の

原
因

を
知

る
こ

と
が

出
来

て
良

か
っ

た
で

す
。

 

・
ト

ン
ネ

ル
点

検
は

機
会

が
な

か
っ

た
た

め
、

参
考

に
な

っ
た

。
 

・
現

場
に

て
点

検
を

行
い

、
診

断
を

す
る

こ
と

が
出

来
、

問
題

点
の

ポ
イ

ン
ト

が
理

解
で

き
た

。
 

・
自

分
の

理
解

度
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

 

  

②
本

日
の

講
義

で
、

今
後

、
実

務
に

役
立

つ
と

感
じ

た
こ

と
 

a
.
 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
 

・
完

全
な

補
修
・
補

強
で

は
な

く
、
そ

の
橋

ご
と

に
工

法
選

定
を

し
て

も
良

い
こ

と
が

勉
強

に
な

り
ま

し

た
。

 

・
対

策
方

法
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

よ
る

意
見

の
交

換
 

・
現

場
で

の
点

検
方

法
（

見
る

視
点

）
 

・
施

工
業

者
の

方
の

話
は

、
設

計
会

社
に

勤
め

る
私

に
と

っ
て

大
変

興
味

深
く

、
今

後
仕

事
に

も
活

か
せ

る
と

思
い

ま
し

た
。

 

・
地

方
自

治
体

と
一

緒
に

行
う

橋
梁

や
ト

ン
ネ

ル
の

点
検

業
務

で
は

、
非

常
に

役
立

つ
と

感
じ

ま
し

た
。
 

・
意

見
を

出
し

合
う

こ
と

の
重

要
性

、
可

能
性

を
無

視
し

な
い

こ
と

 

・
工

事
に

応
用

し
て

行
う

と
良

い
と

思
う

。
 

・
実

際
に

診
断

に
役

立
つ

と
感

じ
た

。
 

 

b
.
 
鋼

 

・
部

分
的

な
損

傷
の

判
定

の
考

え
方

が
勉

強
に

な
り

ま
し

た
。

 

・
補

修
方

法
と

診
断

方
法

 

・
損

傷
の

内
容

や
調

査
計

画
、
補

修
・
補

強
工

法
の

選
定

な
ど

各
項

目
を

班
内

で
話

し
合

い
な

が
ら

進
め

る
な

か
で

、
自

分
が

見
落

と
し

て
い

た
調

査
箇

所
や

、
調

査
計

画
に

お
け

る
留

意
点

な
ど

、
様

々
な

人
の

考
え

方
が

あ
っ

た
。

そ
の

中
で

、
自

分
で

は
考

え
つ

か
な

い
こ

と
、

見
落

と
す

よ
う

な
こ

と
も

あ
り

、
調

査
や

判
定

・
工

法
選

別
の

際
の

気
付

き
に

役
立

つ
と

感
じ

た
。
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・
全

般
的

に
実

務
に

活
か

せ
る

と
思

い
ま

す
。

 

・
補

修
等

対
策

方
法

に
つ

い
て

の
知

識
。

 

・
メ

タ
ル

の
知

識
不

足
に

気
が

つ
く

こ
と

が
で

き
た

の
で

、
補

強
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

 

・
診

断
に

対
す

る
考

え
方

の
幅

が
広

が
っ

た
。

 

 

c
.
 
ト

ン
ネ

ル
 

・
無

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

浮
き

発
生

メ
カ

ニ
ズ

ム
 

・
点

検
の

ポ
イ

ン
ト

、
診

断
の

フ
ロ

ー
 

・
踏

査
の

重
要

性
 

・
年

に
1
回

実
施

さ
れ

る
県

と
の

合
同

パ
ト

ロ
ー

ル
で

役
に

立
つ

と
思

い
ま

す
。

 

・
変

状
が

出
や

す
い

部
分

や
地

山
の

踏
査

の
重

要
性

 

・
資

料
収

集
、

人
員

配
置

等
の

準
備

の
大

切
さ

が
わ

か
っ

た
。

 

・
実

際
、

評
価

の
考

え
方

に
つ

い
て

は
実

務
で

も
役

立
つ

と
思

う
。

 

・
点

検
か

ら
診

断
ま

で
の

処
理

 

・
実

際
の

点
検

方
法

、
評

価
に

近
い

形
で

行
え

た
た

め
、

た
め

に
な

っ
た

。
 

 

③
そ

の
他

、
講

義
内

容
に

関
し

て
の

感
想

等
 

a
.
 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
 

・
橋

の
重

要
度
・
年

数
等

も
考

慮
し

つ
つ

、
ど

の
程

度
の

工
法

が
最

適
か

の
判

断
を

す
る

と
こ

ろ
を

こ
れ

か
ら

勉
強

し
て

い
き

た
い

。
 

・
講

師
の

方
々

、
大

変
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
自

体
が

か
け

足
で

進
ん

で
い

っ
た

の
で

、
も

う
少

し
講

義
時

間
が

あ
れ

ば
良

い
と

感
じ

ま
し

た
。

 

・
現

場
で

の
調

査
か

ら
対

策
工

法
の

立
案

ま
で

グ
ル

ー
プ

で
考

え
る

場
は

、
と

て
も

良
い

こ
と
（

ス
キ

ル

ア
ッ

プ
）

だ
と

感
じ

ま
し

た
。

 

・
工

事
の

日
等

の
講

義
が

あ
っ

た
ら

参
加

し
た

い
。

 

・
と

て
も

た
め

に
な

る
講

義
で

し
た

。
 

 

b
.
 
鋼

 

・
鋼

構
造

の
鋼

材
の

損
傷

判
定

の
考

え
方

が
勉

強
に

な
り

ま
し

た
。

 

・
今

回
の

演
習

場
所

、
昭

和
町

2
号

橋
は

近
々

補
修

工
事

を
行

う
予

定
で

あ
る

と
い

う
話

を
聞

き
ま

し

た
。

ど
の

よ
う

な
補

修
工

事
を

計
画

さ
れ

て
い

る
の

か
、

非
常

に
興

味
が

あ
り

ま
す

。
 

・
他

の
受

講
生

と
班

を
組

み
、
同

じ
課

題
に

取
り

組
む

こ
と

で
、
自

分
が

気
づ

か
な

か
っ

た
こ

と
、
知

ら

な
か

っ
た

こ
と

な
ど

を
他

の
方

か
ら

聞
く

こ
と

が
出

来
た

。
ま

た
、

講
師

の
方

に
も

的
確

な
助

言
を

要
所

要
所

に
い

た
だ

き
、

い
ろ

い
ろ

な
こ

と
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

た
。

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

 

・
調

査
や

補
修

計
画

の
良

否
が

わ
か

ら
な

か
っ

た
。

 

・
非

常
に

た
め

に
な

り
ま

し
た

。
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

・
長

い
間

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

 

・
講

師
の

方
の

説
明

や
進

め
方

等
、

非
常

に
わ

か
り

や
す

く
て

た
め

に
な

る
講

義
で

し
た

。
 

 

 c
.
 
ト

ン
ネ

ル
 

・
講

義
の

準
備

を
し

て
頂

い
た

方
々

、
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

・
実

際
に

現
場

に
行

き
、

診
断

ま
で

実
施

し
て

大
変

勉
強

に
な

っ
た

。
 

・
受

講
者

の
個

々
の

考
え

方
が

い
ろ

い
ろ

わ
か

っ
て

勉
強

に
な

り
ま

し
た

。
特

定
道

守
と

し
て

、
診

断
ま

で
で

き
る

よ
う

に
勉

強
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

 

・
と

て
も

良
い

内
容

だ
っ

た
。
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2.7 成果報告会の開催 

 

平成 30 年度道守養成ユニット成果報告会「地方の道をいかに守っていくか」が、去る平

成 31 年 2 月 8 日に開催された。会場となった長崎大学文教スカイホールには 150 人の建

設・設計業関係者、国・自治体職員、一般市民らが参加した。今回から長崎大学インフラ

長寿命化センターと道守養成ユニットの会の共同開催となった。 

報告会の冒頭では、主催者を代表して、長崎大学大学院工学研究科清水康博研究科長と

道守養成ユニットを代表して長崎県土木部藤田雅雄技監による開会挨拶がなされた。 

第 1 部の成果報告ではインフラ長寿命化センター長松田浩教授が「SIP 地域実装の 3 年

間の取組みと今後の展開」を紹介し、道守養成ユニットの会副会長三根孝紹氏が「平成 30

年度道守養成ユニットの会活動報告」、高橋和雄特任研究員が「平成 30 年度道守養成講座

の実施状況」をそれぞれ報告した。道守活動優秀者の表彰があり、今年度は道守の吉川國

夫氏、特定道守の井上和彦氏及び三根孝紹氏の 3 人に感謝状が贈られた。 

第 2 部特別講演では、先ず、SIP サブプログラムディレクター若原敏裕氏による「SIP イ

ンフラの成果と今後の活用について」と題する講演がなされ、SIP インフラの最終成果と

今後の活用が紹介された。次いで、政策研究大学院大学教授家田仁氏による「インフラメ

ンテナンス問題の本質は？」と題する講演がなされた。家田先生の講演内容は、インフラ

メメンテナンスの課題解決の本質的部分に触れるもので、参加者に大いに刺激を与えた。 

第 3 部パネルディスカッション ～地方の道をいかに守っていくか～においては、冒頭

に玉名市建設部建設管理課橋梁メンテナンス係参事木下義昭氏による「橋梁補修 DIY を用

いた玉名市型アセットマネジメントの構築および成果」と長崎市中央総合事務所理事森尾

宣紀氏による「長崎市における道路メンテナンスの取り組み」の 2 件の話題提供がなされ

た。次いで、松田浩教授をコーディネーターにパネリストの話題提供の 2 氏に加えて長崎

県土木部道路維持課課長馬場一孝氏、長崎県建設技術研究センター専務理事野口浩氏、道

守養成ユニットの会会長吉川國夫氏によるパネルディスカッションが実施された。会場に

感銘を与えた玉名市の取組みを中心とした今後の維持管理の取組み、新技術の活用、道守

等の人材育成と活用に対する議論がなされた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
報告会参加者集合写真 
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 長崎県建設技術研究センター専務理事野口浩氏による閉会挨拶をもって、報告会は終

了した。出席者アンケートによれば、参加者の満足度が高い報告会で、毎年参加を楽しみ

にしているとの書き込みが目立った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

道守活動優秀者表彰 ユニットの会の活動報告 

パネルディスカッション 
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2.8 道守認定者の活動 

 

2.8.1 各地区の認定者数 

 

図 2-1 認定者の県内分布状況 H31.2.21 現在  
 
 

 
 

表 2-1 コース別認定者数（H31.2.21 現在見込み数 ) 
コース 平成 30 年度(見込を含む)認定者数 

道 守 31 名 

特 定 道 守 73 名 

道 守 補 276 名 

道 守 補 助 員 481 名 

合 計 861 名 
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表 2-2 地区別認定者数 H30.4.1 現在 

 

 

表 2-3 年度別養成実績（延べ数）H31.2.21 現在 

年度 道守 特定道守 道守補 道守補助員 合計 

平成２０年度 - - 24 31 55 

平成２１年度 2 10 29 44 85 

平成２２年度 3 13 28 33 77 

平成２３年度 2 13 33 43 91 

平成２４年度 5 7 27 43 82 

平成２５年度 - - 10 57 67 

平成２６年度 - 8 42 25 75 

平成２７年度 - 13 82 60 155 

平成２８年度 8 31 47 54 140 

平成２９年度 11 17 32 72 132 

平成３０年度(見込み含む) 0 15 45 68 128 

合計 31 127 399 530 1087 

 

  道守 特定道守 道守補 道守補助員 計 

長崎市 12 30 70 102 214 

佐世保市 6 9 33 81 129 

島原市 - - 17 14 31 

諫早市 2 6 22 37 67 

大村市 8 3 5 19 35 

平戸市 - 1 7 26 34 

松浦市 - - 4 8 12 

対馬市 - 2 18 17 37 

壱岐市 - - 8 20 28 

五島市 - 3 16 25 44 

西海市 2 1 6 21 30 

雲仙市 - 3 7 16 26 

南島原市 - - 4 16 20 

長与町 - 1 3 16 20 

時津町 - - 1 6 7 

東彼杵・川棚 

棚・波佐見町 
- - 2 20 22 

佐々町 - - 2 7 9 

新上五島町 - - 17 16 33 

県外 1 3 18 14 36 

計 31 62 260 481 834 
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2.8.2 三者合同橋梁、防災・トンネル点検、重点維持管理橋梁点検 

 

道守認定者、長崎県職員、県職員 OB の三者合同による、道路橋点検、道路防災点検･ト

ンネル点検が平成 30 年度も実施された。 

 

◆平成 30 年度事前研修会 

合同点検に向けて、長崎県道路維持課による事前研修会が長崎大学文教スカイホールに

おいて開催された。5 月 24 日（木）に「道路橋点検研修会」、5 月 25 日（金）に「道路防

災点検・トンネル点検研修会」が開催され、自治体、県 OB、道守認定者が参加して、点検

作業の手順や作業内容、点検着眼点、点検結果の記録方法などの研修を受けた。 

 

◆平成 30 年度点検活動履歴 

 ＜道路橋点検＞           ＜道路防災点検・トンネル点検＞ 

地 区 点検日 参加者  地 区 点検日 参加者 

 

10 月 2 日 １名  五 島 11 月 26 日 ４名 

10 月 3 日 １名  

10 月 26 日 １名  

10 月 30 日 １名  

県 央 9 月 27 日 2 名  

 

 

 

  ＜重点維持管理橋梁点検＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

地 区 点検日 参加者 

長 崎 

5 月 21 日 １名 

6 月 15 日 １名 

6 月 26 日 １名 

10 月 22 日 １名 

10 月 23 日 １名 

県 央 6 月 18 日 1 名 

県 北 
8 月 27 日 １名 

9 月 28 日 １名 
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2.8.3 道路の異常通報システム 

 

道路の異状や異変にいち早く気付くことができるのは普段その道の利用者である。その

ような中、インフラ長寿命化センターでは平成 20 年から道路インフラ施設の変状や異常

の情報を収集・通報を目的とした道路異常通報システムを構築・運用している（図-1）。構

築・運用するにあたって県内すべての道路管理者（国、市、町）等と連携している。平成

20 年度から平成 24 年度までの 5 年間に、延べ 141 件の道路異常が報告されている。また、

平成 25 年度からはスマートフォンやタブレットＰＣなどの ICT 技術を活用した通報シス

テムを構築し、通報作業の簡略化・データベース化を行っている(図-2)。その結果、シス

テム導入前と比較して、平成 25 年：141 件、平成 26 年度：118 件、 平成 27 年度：129 件、

平成 28 年度：103 件、平成 29 年度：94 件、平成 30 年度は 127 件である(図-3,4)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 通報システム 

 

図-2 パソコン・スマートフォンを使った通報 
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図-3 通報一覧と通報分布 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-4 通報実績 
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2.8.4 道路の見守り活動 

 

長崎県道路愛護団体「道守養成ユニット長崎地区」の、平成 30 年度の道路の見守り活動

は、参加者のべ総数 84 名(認定者 68 名、大学関係者 16 名)であった。 

 

第 1 回ボランティア点検・清掃活動（2018/06/9） 

参加者：認定者 25 名、大学関係者 4 名 計 29 名   

内 容：3 班にわかれて道路の点検パトロール及び清掃 

区 間：長崎大学周辺 

 

     

 

 

 

第 2 回ボランティア点検・清掃活動（2018/09/08） 

参加者：認定者 6 名、大学関係者 4 名 計 10 名 

内 容：道路の点検パトロール及び清掃 

区 間：長崎大学周辺 
 

 

 

 

 

第 3 回ボランティア点検・清掃活動（2018/10/13） 

参加者：認定者 23 名、大学関係者 5 名 計 28 名 

内 容：2 班にわかれて道路の点検パトロール及び清掃 

区 間：長崎大学周辺 
 
 
 
 
 
第 4 回ボランティア点検・清掃活動（2018/12/08） 

参加者：認定者 14 名、大学関係者 3 名 計 17 名 

内 容：道路の点検パトロール及び清掃 

区 間：長崎大学周辺 
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平成 30 年度より長崎県道路愛護団体「道守養成ユニット佐世保地区」の活動が始まり、

平成 30 年度の道路の見守り活動では、参加者 23 名であった。同様に壱岐地区でも道路見

守り活動が行われ、参加者は 4 名であった。 

 

佐世保地区道路見守り活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

壱岐地区道路見守り活動の様子 
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2.8.5 道守養成講座等の講師参加 

 

道守認定者は、以下に示すような講座の演習および実習に積極的に参加している。 

 

●道守補助員コース・・・4 名 

 現場実習の点検指導担当 

●道守補コース･･･3 名  

 「点検演習」での非破壊機器の原理説明や使い方の指導担当、現場実習の講師補助 

●工業高校インフラ長寿命化体験･･･6 名 

 「点検演習」での非破壊機器の原理説明や使い方の指導担当、現場実習の点検指導担当 
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2.8.6 道守養成ユニットの会の活動 

 
1. 道守養成ユニットの会通常総会の開催 

平成30年度道守養成ユニット通常総会が7月13日、長崎大学文

教スカイホールで開催された。吉川会長の開会挨拶の後、議長

選出がなされ、会場からの推薦で三根副会長が選出された。議

長から、237人の会員登録者のうち、当日出席が57人、委任状が

103人で、出席総数は定足数の過半数越えの計160人で、本日の

総会は成立していることが報告された。 

議事に入り、次の6議案が審議され、承認された。 

(1) 会員動向(地域別会員数、新規入会者、退会者) について 

昨年の総会以降に入会した計36人が新規入会者として承認され、道守認定の取り消し

による退会1人が承認された。地域別の会員数は、長崎84人、佐世保53人、県央42人、島

原19人、上五島16人、下五島11人、対馬9人、壱岐3人である。 

(2) 平成29年度活動報告について   

平成29年度活動報告として、長崎地区の道路清掃活動、三者合同点検への参加、現場

見学会への参加、岐阜県高山市で開催されたMEワークショップ・シンポジウムへの参加

報告がなされた。 

(3) 平成29年度会費の納入状況及び会計報告について 

平成29年度の会費納入状況として、576,000円の納入があり、納入率は87%であること

が報告された。平成29年度の支出は0円で、全額を平成30年度に繰り越すことが報告され

た。監事より監事監査の結果、会計報告に記載のとおり、適切に会計処理されているこ

とが報告された。審議の結果、平成29年度の会計報告は原案のとおり、承認された。 

(4) 平成30年度活動計画について 

資料に基づいて、平成30年度活動計画が説明された。現時点での計画に加えて、長崎

地域以外の地域で活動計画が決まったら、事務局に連絡して欲しいとの依頼がなされた。

平成30年度活動計画は原案のとおり承認された。これに先立つ理事会で、会長から平成

30年度は各地域で活動を開始して欲しいとの依頼がなされ、各地域の会合にはインフラ

長寿命化センター長松田教授が駆けつけるとの意思表示がなされた。さらに、長崎市に

来なくても更新活動をやりやすくするために、愛護団体(道路)の登録の説明がなされた。

総会終了後には、地域ごとに会員が集まり、活動についての話し合いがなされた。 

(5) 平成30年度予算案について 

資料に基づいて、平成30年度の予算案が説明された。平成30年度の収入は会費収入と

前年度繰越金を含めて、1,162,000円の見込みである。支出は、管理費372,000円、地域

経費250,000円、運営管理費240,000円の計1,162,000円の見込みである。これらのうち、

地域経費は地域部会で会議費・会場費・研修費等に使用できる経費で、長崎地域70,000

円、佐世保地域60,000円、県央地域35,000円、島原地域30,000円、上五島地域15,000円、

下五島15,000円、対馬地域15,000円、壱岐地域10,000円の配分となっている。予算配分

案は、原案のとおり認められた。その後、事務局から、平成30年度会費納入について、

8月30日までにお願いしたいという依頼があった。 

吉川会長の挨拶 
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(6) 規約の改正について 

道守養成ユニットの会の規約改正の２点と会費の運用について説明された。 

  ①第９条会費第１項 道守補助員の会費を2,000円から1,000円 に改正 

  ② 第１０条会員の喪失 

    （３）第９条に規定する支払い義務を1年以上履行しなかったときを追加。 

  ③ 会費についての運用 

     第９条３項 免除すべき相当の事由があると認める会員について、前１項の規

定にかかわらず、総会の議決にもとづき会費の免除または減額を議決することが

できる。 

    この項を具体的に次のように運用する。 

    ・工業高校の教員の会費は免除する。 

    ・休職、病気、他県等への派遣等で道守活動ができない場合には申告があれば、

会費の免除または減額を認める。会費納入の依頼の際に説明文を入れる。 

 

  以上の提案について、規約の改正と会費についての運用が原案のとおりに承認された。

最後に、エイエイオーの掛け声のもとに集合写真を撮影して、通常総会は終了した。 

 

 

 

2.  特別講演会および道守養成ユニットの会活動報告 

  7月13日に開催された道守養成ユニットの会通常総会の後に

「特別講演会及び道守養成ユニットの会活動報告」がインフラ

長寿命化センターの主催、道守養成ユニットの会の共催で文教

スカイホールにおいて開催された。130人を上る、道守養成ユニ

ットの会会員、建設・設計業関係者、国・自治体職員、一般市民

らが参加した。 

  報告会の冒頭で、道守養成ユニットの会会長吉川國夫氏によ

る開会挨拶と長崎県土木部技監藤田雅雄氏による来賓挨拶がな

された。 

集合写真 

藤田氏による来賓挨拶 
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  活動報告として、道守養成ユニットの会事務局長山本尚次

氏による「平成29年度道守養成ユニットの会活動報告」がな

された。次いで、本センターのセンター長松田浩教授が「SIP

インフラ維持管理技術等の地域実装」を講演した。 

  休憩を挟んだ後は、国立研究開発法人土木研究所理事長

西川和廣氏による「一巡するメンテナンスサイクル～AI導

入チャレンジを始めて気が付いた事など～」と題する特別講演がなされた。インフラの

総合診療医育成や点検・診断をAIに継承させる必要性などを道路橋の診断を中心に具体

的にわかりやすく説明した。 

  最後に、インフラ長寿命化センター長松田浩教授の閉会挨拶をもって特別講演会は盛

況のうちに終了した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

山本氏による活動報告 

松田教授による講演 西川氏による特別講演 

特別講演会の様子 
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2.9 現場見学会の開催 

  

平成 30 年の４月に、株式会社ピーエス三菱様より現場見学会開催を提案いただいた。セ

ンターで検討し開催を決定した。現場の工程と道守認定者の参加しやすい時期を調整し、

西日本高速道路株式会社九州支社様、株式会社ピーエス三菱様にご協力いただき、7 月 19

日に開催を決定し準備を始めた。 

 
 現場見学会の詳細は以下のとおりである。 

１．開催日時 平成 30 年 7 月 19 日(金) 

２．見学場所 長崎県長崎市芒塚町 

３．工事概要 工事名 長崎自動車道 日見夢大橋（PC 上部工）工事 

 発注者 西日本高速道路株式会社 九州支社 

施工者 株式会社ピーエス三菱 

構造形式 PC3 径間連続波形鋼板ウェブエクストラドーズド箱桁橋 

架設工法 片持ち張出し架設工法 

４．参加人数 23 名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
見学会の様子 

 
 見学会では、現場事務所で橋梁概要の説明を受けた後、日見夢大橋の架設工法について

説明があった。詳しくお話しいただき、見学者も熱心に聞いていた。質問も、たくさんで

ており、特に斜材ケーブルの材料、施工方法、維持管理についての質問が多く、丁寧に回

答いただいた。その後、現場を見学した。 
 
 次頁より、アンケートを示す。 
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2.10 道しるべの発行 

◆30 号（平成 30 年 8 月発行）
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◆31 号（平成 30 年 12 月発行）
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◆32 号（平成 31 年 3 月発行）
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2.11 道守活動優秀者の表彰 

 
道守補、特定道守、道守認定者においては、以下に示す行動を積極的に行うことで長崎

県の地域活性化に貢献することとしている。 
 

〈活動内容の分類〉 
（１）道守ポータル、もしくは道守シートによるインフラ構造物の異常の通報 

（２）愛護団体・自治会などによる道路パトロールもしくは清掃活動 

（３）長崎県・OB・道守の合同点検（橋梁・トンネル・斜面・防災など） 

（４）道守補助員コース・インフラ体験学習などの講師 

（５）インフラ長寿命化センターまたは産業基盤維持管理技術研究会が主催・共催する行

事（講演会・実習など）への参加 

（６）その他 

 

認定者がこれらの活動を実施した後は、道守ポータルに活動状況の報告を行っているが、

今後の積極的な活動を期待する意味で、平成 26 年度より活動優秀な認定者（活動ポイン

トの上位者）には、活動優秀者として「感謝状」を授与している。平成 30 年度は、道守の

吉川國夫氏、特定道守の井上和彦氏、三根孝紹氏の 3 人に、感謝状が贈られた。 
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2.12 道守の更新 

 
 道守補・特定道守・道守については、資格の有効期限は4年間で、4年ごとに更新する必

要がある。更新条件は、運用しながら見直されてきている。平成30年度の更新については

現在手続き中なので、平成29年度の更新条件に基づく更新状況を以下に示す。 

 

＜更新条件＞ 

各コース認定者の更新条件は次のとおりとする。 

・道 守 補：条件1 または 条件2 を満たすこと。 

・道守、特定道守：条件1 および 条件2 を満たすこと。 

 

条件１ 以下に示す活動のいずれかに4年間に4回以上参加すること。  

(1)道守ポータル、もしくは道守シートによる長崎県内のインフラ構造物の異常の通報 

(2)愛護団体・自治会などによる長崎県内の道路パトロールもしくは清掃活動への参加 

(3)長崎県・長崎県職員OB・道守の合同点検（橋梁、防災・トンネル）、特定橋梁点検へ

の参加 

(4)道守養成講座、インフラ体験学習などにおける講義・演習・実習への講師としての参

加 

(5)インフラ長寿命化センターまたは産業基盤維持管理技術研究会が主催・共催する行

事 （講演会・実習など）への参加    

【長崎県外の認定者で上記の条件が困難な場合】     

 維持管理に関する講習会・研修会・講演会に参加し、4年間でCPD(CPDS)8 単位以上習得 

  

 条件２ 指定した課題に対する技術レポートの提出   

 

上記の条件を満たさなかった認定者は、更新時期が切れてから1年以内に道守運営委員

会が実施する補講・面接を受けるものとし、更新の可否は運営委員会委員長が判断する。 

 

平成30年度の更新状況を以下に示す。 

 

認定種別 更新対象者 更新した者 

道守補 19名 15名 

特定道守 3名 3名 

道守 2名 2名 
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2.13 道守活動に関する表彰(グッド・プラクティス賞) 
 
土木学会建設マネジメント委員会では、建設マネジメント分野の学術的・技術的・実践

的な発展に資するため、建設マネジメント分野に貢献した個人、団体の業績を表彰してい

ます。対象業績は、土木学会論文集 F4(建設マネジメント)掲載論文・報文、建設マネジメ

ント委員会主催行事での発表から選考されます。 
長崎大学松田浩教授、中村聖三教授、奥松俊博准教授、高橋和雄特任研究員及び宮崎大

学森田千尋教授の連名で「インフラ再生技術者育成のための道守養成講座の構築と認定者

の活用の取組み」の報文を土木学会論文集 F4 に投稿したところ、「長年にわたる活動内容

を明確かつ丁寧に取りまとめた報告であり、信頼性が高く、建設マネジメント分野の技術

資料としての有用性が高く評価できる」との講評を得ていました。この度、この道守養成

講座の構築等の取組みが、建設マネジメントの実務において創意工夫に富み建設マネジメ

ントの発展に貢献が認められる意欲的な取組みとして、グッド・プラクティス賞を団体の

業績としてインフラ長寿命化センターが受賞しました。 
表彰式は平成 30 年 8 月 1 日に東京新宿区土木学会講堂で実施され、インフラ長寿命化

センター長松田浩教授が出席しました。 
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